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中・高
合
同
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

❖
歌
ご
よ
み
❖

　
大
学
生
テ
レ
ビ
局
が
制
作

し
た
番
組
が
県
内
の
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、You Tube

に
も
ア
ッ
プ
さ
れ
て
、
ネ
ッ

ト
に
接
続
さ
れ
た
環
境
が
あ

れ
ば
ど
こ
で
も
見
る
こ
と
が

で
き
る
▼
番
組
の
内
容
は
学

生
が
関
心
を
も
っ
た
こ
と
や

疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
取
材

し
な
が
ら
調
べ
て
い
く
過
程

を
描
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
番
組
で
あ
る
▼
番
組
の
制

作
過
程
で
の
様
々
な
体
験
を

通
し
て
、
地
域
社
会
の
魅
力

の
発
見
や
そ
れ
を
活
用
し
た

活
性
化
な
ど
に
つ
な
げ
て
い

こ
う
と
い
う
の
が
ね
ら
い
で

あ
る
▼
こ
れ
ま
で
に
七
本
の

番
組
が
制
作
さ
れ
、
御
頭
神

事
、
書
道
を
中
心
に
見
た
伝

統
文
化
、
ジ
ャ
ズ
と
河
崎
、

神
都
線
の
電
車
、
伊
勢
と
野

球
の
歴
史
、三
島
由
紀
夫『
潮

騒
』、伊
勢
の
注
連
縄
が
テ
ー

マ
と
な
っ
て
い
る
▼
ス
テ
レ

オ
タ
イ
プ
的
な
ま
と
め
に
な

っ
て
い
る
番
組
も
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
関
係
す
る
人
々
に

話
を
聞
き
な
が
ら
進
め
る
手

法
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
証
言
な
ど
も
含
ま
れ
て

い
て
、
見
ご
た
え
の
あ
る
内

容
と
な
っ
て
い
る
▼
今
後

は
、You Tube

で
の
英

語
版
の
公
開
や
人
物
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
通
し
て
課
題
解
決

の
ヒ
ン
ト
を
得
る
番
組
が
検

討
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
新

た
な
切
り
口
が
楽
し
み
で
あ

る
。

　御み

食け

つ
国

　
志
摩
の
海あ

人ま

な
ら
し

　
　
ま
熊
野
の

小を

舟ぶ
ね

に
乗
り
て

　
沖お

き

辺へ

漕こ

ぐ
見
ゆ

大
伴
家
持

中・高
合
同
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
を
初
開
催

“
清
明
正
直
”の
校
風
を
体
感

「
皇
學
館
ブ
ラ
ン
ド
」の
定
着
強
化
へ

部
活
動
、在
校
生
の
姿
に
納
得

　
本
学
園
で
は
建
学
の
精
神

に
基
づ
き
、
日
本
人
と
し
て

の
自
覚
と
教
養
を
備
え
た
人

材
育
成
に
全
学
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の

一
貫
し
た
校
風
と
充
実
し
た

教
育
環
境
を
実
感
し
て
も
ら

お
う
と
、八
月
三
十
一
日
、初

め
て
の
中
・
高
合
同
オ
ー
プ

ン
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
た
。

中
・
高
だ
け
で
な
く
大
学
と

の
つ
な
が
り
も
体
感
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
大
学
の
施
設

を
メ
イ
ン
会
場
に
し
た
今
回

は
、
夏
休
み
最
後
の
日
曜
日

に
も
か
か
わ
ら
ず
総
勢
約
千

四
百
名
が
来
場
。
予
想
を
超

え
る
参
加
人
数
に
急
遽
四
百

人
収
容
の
教
室
を
新
た
に
用

意
し
た
が
、
す
ぐ
に
満
席
と

な
る
盛
況
ぶ
り
を
見
せ
た
。

　
当
日
は
、
ま
ず
平
賀
秀
忠

教
頭
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
生

徒
代
表
の
志
村
日
向
君
（
中

学
校
三
年
）、
青
木
宏
介
君
、

中
川
初
保
さ
ん
（
と
も
に
高

校
二
年
）
の
歓
迎
の
言
葉
の

後
、
入
試
広
報
担
当
者
よ
り

中
・
高
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
み

や
コ
ー
ス
、
入
試
の
概
要
に

つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
た
。

休
憩
を
は
さ
み
、
中
学
校
合

唱
部
が
発
表
。「
ド
レ
ミ
の

歌
」
で
は
参
加
者
と
一
緒
に

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
う
場

面
も
あ
り
、
大
い
に
盛
り
上

が
り
を
見
せ
た
。
毎
年
各
種

大
会
で
優
勝
や
金
賞
受
賞
を

果
た
し
て
い
る
高
校
吹
奏
楽

部（
三
頁
に
関
連
記
事
掲
載
）

に
よ
る
歓
迎
コ
ン
サ
ー
ト
で

は
部
員
た
ち
の
奏
で
る
音
楽

に
会
場
全
体
が
引
き
込
ま

れ
、ヒ
ッ
ト
曲
「
情
熱
大
陸
」

で
の
サ
ッ
ク
ス
奏
者
に
よ
る

演
出
に
は
感
動
さ
え
覚
え
て

い
る
印
象
を
受
け
た
。

　
そ
の
後
、
小
学
生
は
学
食

体
験
、
模
擬
授
業
、
ク
ラ
ブ

体
験
へ
。
中
学
生
は
校
舎
見

学
、
学
食
体
験
、
ク
ラ
ブ
見

学
へ
と
そ
れ
ぞ
れ
場
所
を
移

動
。
ク
ラ
ブ
見
学
に

お
い
て
は
い
ず
れ
の

部
も
例
年
に
比
べ
参

加
者
が
増
え
て
お

り
、
部
活
動
が
学
校

選
び
の
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
中

で
も
高
校
野
球
部
と
吹
奏
楽

部
に
い
た
っ
て
は
見
学
者
が

百
名
を
超
え
る

な
ど
関
心
の
高

さ
を
う
か
が
わ
せ
た
。

　
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

生
徒
か
ら
「
明
る
く
賑
や
か

で
、
楽
し
い
学
校
だ
と
感
じ

ま
し
た
」「
学
校
の
様
子
や
入

試
の
内
容
が
よ
く
わ
か
り
、

と
て
も
役
に
立
ち
ま
し
た
」

と
い
っ
た
声
の
ほ
か
、「
こ
ん

な
に
た
く
さ
ん
の
人
が
参
加

し
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し

た
。
明
日
か
ら
入
試
に
向
け

て
勉
強
を
頑
張
ろ
う
と
思
い

ま
す
」
と
、
早
く
も
ラ
イ
バ

ル
を
意
識
し
た
意
見
も
。
保

　
八
月
十
七
日
、
本
学
で
第

三
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

を
開
催
。
千
三
百
名
を
超
え

る
来
場
者
を
迎
え
る
中
、
リ

ピ
ー
タ
ー
も
数
多
く
見
ら

れ
、
本
学
へ
の
関
心
の
高
さ

も
う
か
が
え
た
。
来
場
者
は

そ
れ
ぞ
れ
目
当
て
の
企
画
を

存
分
に
楽
し
ん
だ
よ
う
だ
。

　
Ａ
Ｏ
入
試
一
般
選
考
等
を

十
日
後
に
控
え
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
午
前
中
に
行
わ
れ

た
Ａ
Ｏ
対
策
模
擬
講
義
で
は

本
番
さ
な
が
ら
の
内
容
を
展

開
。
熱
心
に
メ
モ
を
取
る
参

加
者
も
多
く
、
講
義
終
了
後

も
担
当
教
員
に
積
極
的
に
質

問
す
る
光
景
も
見
ら
れ
た
。

　
午
後
か
ら
は
各
学
科
ご
と

に
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
。
た
と
え
ば
、
国
文
学
科

で
は
絵
解
き
パ
ズ
ル
で
人
物

を
紹
介
、
国
史
学
科
で
は
ク

イ
ズ
で
古
代
史
の
謎
を
解
く

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
、
教
育

学
科
の
学
校
教
育
コ
ー
ス
で

は
マ
ジ
ッ
ク
を
使
っ
て
子
ど

も
を
ひ
き
付
け
る
テ
ク
ニ
ッ

ク
を
学
ぶ
等
々
、
そ
れ
ぞ
れ

趣
向
を
凝
ら
し
た
内
容
で
参

加
者
の
興
味
を
ひ
い
て
い
た
。

　
ま
た
、
今
年
は
式
年
遷
宮

の
翌
年
に
あ
た
る
“
お
か
げ

年
”。こ
の
年
に
参
拝
す
る
と

特
別
な
ご
利
益
が
あ
る
と
伝

わ
る
。
そ
う
し
た
こ
と
も
あ

っ
て
か
、「
内
宮
・
お
か
げ
横

丁
ツ
ア
ー
」
が
大
盛
況
。
参

加
者
は
学
生
ス
タ
ッ
フ
の
案

内
で
伊
勢
の
魅
力
に
触
れ
、

満
足
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ

て
い
た
。

護
者
か
ら
は
「
案
内
を
し
て

く
れ
た
在
校
生
の
立
派
さ
に

感
動
し
ま
し
た
。
わ
が
子
も

こ
ん
な
風
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
強
く
思
い
ま
し
た
」「
楽
し

い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
一
生
懸
命
部
活
動

に
取
り
組
む
様
子
に
も
感
心

し
ま
し
た
」「
き
ち
ん
と
あ
い

さ
つ
を
し
て
く
れ
る
生
徒
さ

ん
ば
か
り
で
驚
き
ま
し
た
。

指
導
が
よ
く
行
き
届
い
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
、
な
お
さ

ら
子
ど
も
を
入
学
さ
せ
た
い

と
思
い
ま
し
た
」
と
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
、
在
校
生
の
姿

に
「
清
明
正
直
」
を
旨
と
す

る
本
学
園
の
校
風
を
感
じ
て

い
た
だ
け
た
よ
う
だ
。

　
な
お
、
今
年
度
最
後
と
な

る
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
は
高

校
が
十
一
月
十
五
日
㈯
、
中

学
校
が
同
月
十
六
日
㈰
の
開

催
を
予
定
し
て
い
る
。
ぜ
ひ

足
を
お
運
び
い
た
だ
き
、
本

学
園
の
校
風
を
体
感
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
夏
休
み
最
後
の
日
曜
日
で
あ
る
八
月
三
十
一
日
、
中
・
高
合
同
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク

ー
ル
を
初
開
催
し
た
。
太
陽
が
照
り
つ
け
る
暑
い
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
県
内
外
か

ら
約
千
四
百
名
が
来
場
。
撥
剌
と
し
た
在
校
生
の
姿
を
通
し
て
本
学
園
の
校
風
を
肌

で
感
じ
て
い
た
だ
け
る
絶
好
の
機
会
と
な
っ
た
。

過
去
最
多
の
来
場
者
を
記
録
!

第
三
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

第
三
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

前日に入念なリハーサルを行い、この日に臨んだ中学校・合唱部。会場
となった大学記念講堂には割れんばかりの拍手が響いた

　
第
一
回
だ
け
の
特
別
企
画

と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
広
場

で
は
か
き
氷
や
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
が
無
料
で
振
る
舞

わ
れ
た

高校・弓道部にクラブ見学に訪れた
参加者たち

中学校では「英語」「理科」「社会」「家
庭」の体験授業が実施された。写真は
理科室で行われた「サイエンスアドベ
ンチャー」

カフェで学生スタッフに相談する参加者たち

寮生活に関する学生スタッフの説明に参加者は耳を傾
けた

■注目記事
１面

中・高合同オープン�
スクールを初開催
２ 面
EPAに基づく三者協定を締結
３ 面
スポーツ・芸術の秋、活躍光る
４・５ 面
＂学びと絆＂深める旅へ�
　 フィールドワーク報告記
６ 面 （高校・中学校）
第１３回オーストラリア語学研修
第 ９回皇學館中学校・高等学校�
スピーチコンテスト ほか
７ 面
県内外から２９８名が受講�
　 教員免許状更新講習
８ 面
平成２６年度新カリキュラムに手応え
■連載
２面
皇學館人物列伝㉔ 近藤　杢
３ 面
リレーエッセイ  
小椋　猛（中学校事務室事務嘱託）
４ 面
研究室探訪 Vol.２１  
鵜沼憲晴ゼミ（現代日本社会学科）
７ 面
卒業生奮闘中!  
中世古祐希さん・西井理道さん�
（コミュニケーション学科�第４２期・平成１９年卒）
８ 面
皇學館ミュージアム 「九条家車図」一巻
紙本着色 江戸時代（写）

	 発行・編集／学校法人皇學館 企画部学園報 第 52 号	 TEL：0596−22−6496・8600

●大 学　大学院・専攻科・文学部・教育学部・現代日本社会学部
〒516−8555 三重県伊勢市神田久志本町1704
TEL：0596−22−0201（代表）　FAX：0596−27−1704

●高等学校・中学校　三重県伊勢市楠部町138
［高 校］〒516−8577　TEL：0596−22−0205（代表）
［中 学］〒516−8588　TEL：0596−23−1398（代表）
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近
藤
杢
は
現
在
の
三
重
県
い
な
べ
市
藤

原
町
本
郷
に
生
ま
れ
た
。
幼
少
の
頃
か
ら

圓
琳
寺
住
職
で
あ
っ
た
梅
田
春
濤
の
赤
心

学
校
で
漢
学
を
学
ん
だ
。
独
学
で
検
定
試

験
に
よ
り
中
学
校
教
員
の
資
格
を
得
て
、

三
重
県
立
第
二
中
学
校
（
現
・
四
日
市
高

校
）教
諭
を
務
め
た
。こ
の
時
期
の
教
え
子

に
作
家
の
丹
羽
文
雄
が
い
る
。

　
大
正
十
四
年（
一
九
二
五
）、
四
十
一
歳

の
時
に
大
東
文
化
学
院
高
等
科
へ
入
学
し

た
。
同
学
院
は
、
欧
化
主
義
に
対
す
る
反

省
か
ら
、
帝
国
議
会
に
お
い
て
漢
学
振
興

を
図
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
、
そ
れ
を
背
景

と
し
て
設
立
さ
れ
て
い
た
。昭
和
二
年（
一

九
二
七
）
卒
業
後
直
ち
に
同
学
院
の
教
授

に
就
任
し
た
。

　
近
藤
杢
の
名
が
現
代
に
至
る
ま
で
記
憶

さ
れ
る
の
は
『
支
那
学
芸
大
辞
彙
』
に
よ

っ
て
で
あ
ろ
う
。
中
国
文
学
を
中
心
に
思

想
、
哲
学
、
言
語
を
網
羅
す
る
辞
典
で
あ

る
。

　
本
書
の
特
色
と
し
て
は
、
各
事
項
に
つ

い
て
の
主
要
な
研
究
書
や
論
文
を
付
記
し

て
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
各
種
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
完
備
す
る
現
代
で
も
主

要
な
先
行
研
究
を
文
献
ご
と
に
整
理
す
る

の
は
至
難
の
技
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
個
人

で
調
べ
上
げ
、
丁
寧
に
付
記
し
て
い
る
こ

と
は
近
藤
の
誠
実
な
研
究
態
度
と
人
柄
を

物
語
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
本
書
に
着
手

し
た
の
は
昭
和
三
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
昭
和
五
年
、
神
宮
皇
學
館
へ
教
授
と
し

て
赴
任
。
昭
和
十
年
、『
支
那
学
芸
大
辞

彙
』を
脱
稿
し
た
。
序
文
の
漢
詩
に
は「
於

神
都
風
松
軒
」
と
あ
り
、
ま
た
凡
例
に
あ

た
る
「
発
凡
」
の
末
尾
に
は
「
神
宮
皇
學

館
研
究
室
に
於
て
」
と
の
識
語
が
あ
る
。

郷
里
で
あ
る
伊
勢
国
に
あ
る
皇
學
館
の
教

授
と
し
て
こ
の
書
を
完
成
さ
せ
た
こ
と

は
、
戦
後
、
い
な
べ
や
桑
名
の
郷
土
史
を

編
集
し
た
こ
と
も
勘
案
す
る
と
、
一
種
の

誇
り
で
あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。『
支

那
学
芸
大
辞
彙
』
の
題
字
は
神
宮
皇
學
館

長
平
田
貫
一
の
手
に
な
る
。
近
藤
は
学
生

に
「
十
年
一
事
に
徹
す
」
と
説
い
た
と
伝

え
ら
れ
る
が
、
本
書
執
筆
の
年
月
と
重
な

る
よ
う
に
見
え
る
。

　
本
書
は
、
近
藤
の
子
息
春
雄
氏
に
よ
っ

て
増
補
改
訂
さ
れ
、『
中
国
学
芸
大
辞
典
』

と
し
て
現
在
も
中
国
学
を
専
門
と
す
る
者

の
み
な
ら
ず
、
中
国
古
典
を
学
ぶ
者
に
と

っ
て
基
本
的
な
書
物
と
な
っ
て
い
る
。

（
国
文
学
科
教
授
　
齋
藤
　
平
）

外国人看護師候補者を支援
県内初 EPAに基づく三者協定を締結

ベ
ト
ナ
ム
人
候
補
者
に
日
本
語
指
導

　
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入

れ
な
ど
「
人
の
移
動
」
の
推

進
・
円
滑
化
は
、
幅
広
い
分

野
に
お
け
る
経
済
的
な
連
携

の
強
化
を
め
ざ
す
Ｅ
Ｐ
Ａ
の

趣
旨
に
沿
う
重
要
な
分
野
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
関
連
し

て
こ
う
し
た
協
定
が
締
結
さ

れ
る
の
は
県
内
で
は
初
め
て

で
あ
り
、
全
国
的
に
も
珍
し

い
。
式
に
は
本
学
か
ら
清
水

潔
学
長
の
ほ
か
齋
藤
平
教
育

開
発
セ
ン
タ
ー
長
（
国
文
学

科
教
授
）が
出
席
。外
国
人
看

護
師
候
補
者
に
対
し
て
①
日

本
語
教
育
支
援
、
②
伊
勢
赤

十
字
病
院
に
お
け
る
就
労
研

保
護
者・教
職
員
双
方
で
学
生
支
え
る

萼
の
会
地
区
別
教
育
懇
談
会
を
開
催

　
本
年
も
大
学
の
教
育
方
針

や
現
況
を
説
明
す
る
「
萼
の

会
地
区
別
教
育
懇
談
会
」
が

八
月
三
十
日
〜
九
月
七
日

に
、
全
国
九
会
場（
浜
松・名

古
屋
・
四
日
市
・
津
・
名
張
・

伊
勢
・
京
都
・
神
戸
・
福
岡
）

で
開
催
さ
れ
た
。「
萼
の
会
」

は
保
護
者
会
の
名
称
で
、
学

生
を
「
花
」
に
見
立
て
、
保

護
者
を
開
花
・
結
実
を
支
え

る
「
萼が

く

」
に
例
え
た
こ
と
に

由
来
す
る
。
今
年
の
教
育
懇

談
会
に
は
前
年
よ
り
約
一
割

増
の
三
六
四
名
の
保
護
者
が

参
加
し
た
。
こ
こ
数
年
、
前

年
を
上
回
る
申
し
込
み
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
保
護
者
の

大
学
教
育
へ
の
関
心
の
高
さ

を
改
め
て
感
じ
て
い
る
。

　
い
ず
れ
の
会
場
で
も
、「
全

体
会
」「
個
別
懇
談
会
」「
懇

親
会
」
が
行
わ
れ
た
。

　
全
体
会
は
萼
の
会
役
員
に

よ
る
挨
拶
に
始
ま
り
、
学
長

ま
た
は
学
長
代
理
に
よ
る
大

学
の
現
況
報
告
、
大
学
事
務

局
に
よ
る
学
園
の
管
理
運
営

報
告
、
就
職
支
援
担
当
者
に

よ
る
就
職
状
況
説
明
が
な
さ

れ
た
。
三
十
分
と
い
う
限
ら

れ
た
時
間
で
は
あ
る
が
、
大

学
の
将
来
計
画
や
就
職
支
援

に
つ
い
て
の
全
体
像
を
ご
理

解
い
た
だ
け
た
と
考
え
て
い

る
。
個
別
懇
談
会
は
各
学
科

の
教
員
が
保
護
者
に
マ
ン
ツ

ー
マ
ン
で
ご
子
息
・
ご
息
女

の
履
修
状
況
や
成
績
を
説
明

す
る
も
の
で
、
進
路
に
対
す

る
希
望
や
実
現
に
向
け
た
ア

ド
バ
イ
ス
な
ど
が
具
体
的
に

話
し
合
わ
れ
た
。
懇
親
会
は

立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
形
式
で
行

わ
れ
た
。
教
員
や
同
学
科
の

保
護
者
と
の
距
離
が
近
く
な

る
た
め
、
全
体
会
や
個
別
懇

談
会
で
は
聞
く
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

を
得
ら
れ
る
こ
と
が
懇
親
会

の
最
大
の
利
点
で
あ
る
。

　
会
場
に
よ
っ
て
は
ほ
か
に

も
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
が
行
わ

れ
た
。
伊
勢
会
場
で
は
神
道

学
科
の
菅
野
覚
明
教
授
に
よ

る
「
ミ
ニ
講
義
」
が
実
施
さ

れ
、
大
学
の
授
業
を
模
擬
体

験
し
て
い
た
だ
い
た
。
福
岡

会
場
で
は
卒
業
生
の
会
で
あ

る
館
友
会
と
の
合
同
懇
親
会

が
行
わ
れ
、
地
元
へ
の
就
職

等
の
情
報
を
得
る
機
会
と
な

っ
た
。
ま
た
、浜
松
・
津
会
場

で
は
館
友
会
と
の
連
携
に
よ

る「
卒
業
生
と
の
懇
談
会
」が

開
か
れ
、
神
社
界
、
民
間
企

業
、
官
公
庁
、
教
育
界
よ
り

現
場
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で

き
た
。
な
お
、
名
古
屋
会
場

で
は
熱
田
神
宮
の
ご
厚
意
に

よ
り
保
護
者
・
教
職
員
そ
ろ

修
に
関
す
る
支
援
、
③
看
護

師
国
家
資
格
取
得
に
向
け
た

支
援
、④
受
入
施
設（
伊
勢
赤

十
字
病
院
）
の
研
修
体
制
整

備
に
関
す
る
支
援
、
以
上
の

四
点
に
関
し
て
三
者
間
で
連

携
し
て
行
う
こ
と
を
確
認
し

た
。

っ
て
正
式
参
拝
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
清
々
し
い
気
持
ち

で
教
育
懇
談
会
に
臨
む
こ
と

が
で
き
た
。

　
来
年
度
も
同
時
期
に
「
萼

の
会
地
区
別
教
育
懇
談
会
」

を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

学
生
の
開
花
・
結
実
を
保
護

者
・
教
職
員
双
方
で
支
え
る

た
め
、
保
護
者
の
皆
様
に
は

ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
。

　
こ
の
た
び
拙
著『
女
神
の
聖
地
伊

勢
神
宮
』
が
、
全
国
学
校
図
書
館
協

議
会
選
定
図
書
に
な
り
ま
し
た
。
選

定
図
書
は
年
間
八
万
点
を
超
え
る
と

い
う
出
版
物
か
ら
、
学
校
図
書
館
に

適
し
て
い
る
と
推
薦
を
受
け
る
も
の

で
す
。
伊
勢
神
宮
の
式
年
遷
宮
に
関

連
し
た
数
多
く
の
中
か
ら
著
書
が
選

ば
れ
た
こ
と
は
、
三
重
県
に
生
ま
れ

育
っ
た
私
と
し
て
は
大
変
光
栄
に
存

じ
ま
す
。

　
前
回
に
続
き
二
回
目
の
取
材
と
な

る
式
年
遷
宮
は
、
な
に
よ
り
継
続
が

大
切
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し

た
。
千
三
百
年
の
歴
史
を
刻
む
遷
宮

は
、
人
々
の
リ
レ
ー
に
よ
っ
て
、
中

断
時
期
を
乗
り
越
え
今
に
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
現
代
の
私
た
ち
も
次
の

世
代
に
伝
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
お
伊
勢
参
り
は
ブ
ー

ム
に
は
な
っ
て
い
ま
す
が
、
本
当
に

伊
勢
神
宮
や
遷
宮
の
意
義
が
次
世
代

に
伝
わ
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
今
回
は
女
性
や
女
神
と
い
う

新
た
な
視
点
で
伊
勢
神
宮
を
紐
解
き

ま
し
た
。
別
の
角
度
か
ら
光
を
あ
て

る
と
、
物
体
が
異
な
っ
て
見
え
る
よ

う
に
、
神
話
や
地
域
の
伝
承
な
ど
に

女
性
な
ら
で
は
の
柔
ら
か
な
感
性
や

育
む
力
、
し
か
し
な
が
ら
信
念
を
曲

げ
な
い
「
つ
よ
か
ら
ぬ
」
強
さ
を
感

じ
た
の
で
す
。
細
い
竹
が
し
な
っ
て

も
折
れ
な
い
よ
う
に
、
し
な
や
か
さ

ゆ
え
の
強
さ
、
こ
れ
こ
そ
が
、
多
く

の
人
々
の
心
を
動
か
し
、
長
く
大
き

な
流
れ
を
作
っ
て
き
た
の
で
し
ょ

う
。
式
年
遷
宮
が
続
く
限
り
、
伊
勢

神
宮
は
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
に
多
く

の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

　
今
後
の
具
体
的
な
取
組
み

と
し
て
は
日
本
と
Ｅ
Ｐ
Ａ
を

締
結
し
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
か

ら
の
看
護
師
候
補
者
二
名
の

サ
ポ
ー
ト
を
決
定
。
両
国
間

に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
期
間

に
候
補
者
が
日
本
の
看
護
師

国
家
資
格
を
取
得
で
き
る
よ

う
支
援
し
、
看
護
師
と
し
て

日
本
で
継
続
的
に
就
労
で
き

る
よ
う
支
え
て
い
く
。
本
学

に
お
い
て
は
週
に
一
回
、
二

時
間
の
授
業
を
教
育
開
発
セ

ン
タ
ー
で
受
け
持
ち
、
候
補

者
が
日
本
語
で
円
滑
に
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る

よ
う
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
。

　
近
年
、
地
方
に
お
け
る
看

護
師
不
足
の
問
題
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
が
、

三
重
県
も
例
外
で
は
な
い
。

こ
う
し
た
地
域
の
課
題
解
決

に
現
場
と
官
学
が
一
体
と
な

っ
て
取
り
組
む
必
要
性
は
今

後
ま
す
ま
す
高
ま
る
で
あ
ろ

う
。“
地（
知
）の
拠
点
”を
掲

げ
る
本
学
に
と
り
地
域
貢
献

は
重
要
な
使
命
だ
。
こ
れ
か

ら
も
地
元
と
の
さ
ら
な
る
連

携
強
化
を
推
し
進
め
、
地
域

社
会
の
要
請
に
応
え
て
い
く
。
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近藤　杢（こんどう もく）　

明治１７年三重県生。昭和 ２年大東文化学院高等科卒業。大東文化
学院教授を経て昭和 ５年神宮皇學館教授、昭和１７年神宮皇學館大
學講師。廃学後、立命館大学講師。１８８４〜１９６５。

十
年
一
事
に
徹
し
た
漢
学
者

左から、伊勢赤十字病院の村林紘二院長、三重県健康福祉部医療対策局
の佐々木孝治局長、清水学長

『
女
神
の
聖
地
伊
勢
神
宮
』が

学
校
図
書
館
選
定
図
書
に
　

千
種
清
美 

非
常
勤
講
師

保護者の方にとって懇談会は就職や大学生活に関して相談
でき、教職員との交流を深める貴重な機会となっている

　
本
学
で
は
こ
の
た
び
三
重
県
、
伊
勢
赤
十
字
病
院
と
の

間
で
Ｅ
Ｐ
Ａ（
経
済
連
携
協
定
）に
基
づ
く
外
国
人
看
護
師

候
補
者
へ
の
支
援
に
関
す
る
協
定
を
締
結
。
そ
の
締
結
式

が
八
月
二
十
五
日
、
三
重
県
庁
に
て
執
り
行
わ
れ
た
。
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ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術
の
秋
、活
躍
光
る

　
そ
こ
に
は
ツ
タ
の
絡
ま
る
チ
ャ
ペ
ル
も
ポ

プ
ラ
並
木
も
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
る
の
は
、
広

い
空
と
真
新
し
い
校
舎
群
と
植
栽
さ
れ
て
整

然
と
並
ぶ
若
木
た
ち
。
丸
の
内
か
ら
広
大
な

上
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
移
転
し
、
総
合
大
学
へ

歩
み
始
め
て
数
年
。
殺
風
景
で
し
た
。
け
れ

ど
も
、
学
生
達
に
勢
い
が
。
ま
ず
、
大
学
生

協
の
設
立
で
す
。
生
協
食
堂
と
書
籍
部
と
購

買
部
の
新
設
に
動
き
ま
す
。
各
学
部
と
連
携

し
て
大
学
側
と
の
交
渉
を
重
ね
、
実
現
に
向

け
て
加
速
し
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
、
東
大
入

試
中
止
の
後
で
、
大
学
紛
争
の
ピ
ー
ク
を
過

ぎ
た
時
期
で
す
。
各
所
に
立
看
板
と
ハ
ン
ド

マ
イ
ク
を
通
し
た
各
セ
ク
ト
ア
ジ
演
説
が
Ｂ

Ｇ
Ｍ
の
よ
う
に
聞
こ
え
ま
す
。
自
分
を
取
り

巻
く
様
々
な
し
ば
り
や
慣
行
や
制
度
へ
の
反

発
と
、
そ
れ
か
ら
の
解
放
を
声
高
に
訴
え
て

い
ま
す
。
そ
れ
が
自
由
の
観
念
だ
と
考
え
て

い
た
若
い
頃
の
私
も
そ
こ
に
居
ま
し
た
。
ま

た
、
仲
間
や
先
輩
と
の
時
間
を
忘
れ
る
議
論

が
刺
激
で
す
。
何
も
知
ら
な
い
自
分
に
気
づ

き
、
自
己
嫌
悪
に
陥
り
、
そ
れ
を
バ
ネ
に
、

自
分
な
り
の
も
の
の
見
方
と
考
え
方
を
創
造

し
ま
す
。
そ
ん
な
繰
り
返
し
の
毎
日
が
快
適

で
充
実
し
た
時
代
で
し
た
。

　
教
育
実
習
中
の
こ
と
で
す
。
当
時
の
付
属

中
三
年
生
は
、
大
学
受
験
参
考
書
を
二
〜
三

冊
机
上
に
積
み
上
げ
て
い
ま
し
た
。
生
徒
自

身
の
考
え
を
大
事
に
し
た
授
業
創
り
を
と
考

え
、
四
日
市
公
害
を
自
主
編
成
し
ま
し
た
。

現
地
で
記
録
資
料
を
集
め
て
授
業
構
想
し
、

最
終
的
に
資
料
二
本
で
授
業
化
し
ま
し
た
。

当
日
。
生
徒
は
提
示
資
料
か
ら
考
え
た
こ
と

を
議
論
し
、
活
発
な
授
業
を
展
開
。
生
徒
の

質
の
高
さ
と
授
業
の
成
功
を
実
感
し
た
私
で

す
。
実
習
生
の
仲
間
も
、
生
徒
の
考
え
の
深

さ
と
議
論
の
絡
み
と
資
料
の
価
値
等
を
高
評

価
で
す
。
そ
し
て
、
い
よ
い
よ
指
導
教
官
の

講
評
と
な
り
ま
す
。

「
あ
れ
は
、
授
業
な
の
だ
ろ
う
か
？
」
と
。

　
人
は
白
黒
を
つ
け
る
二
分
法
的
な
割
り
切

り
に
な
び
き
易
い
。
不
確
定
状
況
で
、
正
確

な
判
断
を
求
め
ら
れ
る
時
、
正
解
の
な
い
ま

ま
眼
を
逸
ら
さ
ず
吟
味
す
る
し
ぶ
と
い
知
性

が
必
要
と
な
る
。
社
会
の
真
実
を
見
通
す
こ

と
が
困
難
な
ら
、
性
急
な
答
え
を
求
め
ず
、

そ
れ
を
問
う
姿
勢
こ
そ
授
業
を
通
し
て
育
て

た
い
　
　
そ
う
考
え
て
い
た
私
に
と
っ
て
、

こ
の
強
烈
で
痛
快
な
一
撃
は
、
自
身
の
も
の

の
見
方
と
考
え
方
に
影
響
を
与
え
、
こ
う
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
大
事
な
も
の

は
、
見
え
に
く
い
」
と
。

　
そ
し
て
舞
台
は
志
摩
に
移
り
、
私
の
光
り

輝
く
教
員
時
代
が
始
ま
る
の
で
す
。
そ
の
話

は
ま
た
い
つ
か
、
ど
こ
か
で
。

　
ご
き
げ
ん
よ
う
!

　
ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術
の
秋
、
本
番
。
全
国
各
地
で
競
技
大
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ

れ
、
本
学
園
の
学
生
・
生
徒
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
た
。
以
下
に
、
と
く
に

め
ざ
ま
し
い
活
躍
を
見
せ
た
部
活
動
・
選
手
を
紹
介
す
る
。

男
女
五
名
が
全
国
大
会
へ

大
学
柔
道
部

　
三
重
県
の
「
育
成
指
定
運

動
部
」
に
選
出
さ
れ
た
本
学

柔
道
部
。
八
月
三
十
一
日
に

愛
知
県
武
道
館
で
行
わ
れ
た

東
海
大
会（
個
人
戦
）で
は
九

名
が
入
賞
!
そ
の
う
ち
、栗

村
雅
彦
君（
１
０
０
㎏
超
級・

教
育
学
科
二
年
）、寒
川
綾
子

さ
ん
（
52
㎏
級
・
同
学
科
二

年
）、
熱
田
桂
也
君（
１
０
０

㎏
超
級
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
学
科
二
年
）、伊
藤
光
明

君（
90
㎏
級・同
学
科
二
年
）、

大
木
雅
人
君（
90
㎏
級・教
育

学
科
一
年
）
の
五
名
が
第
三

位
以
内
に
入
賞
し
、
全
国
大

会
へ
の
切
符
を
手
に
し
た
。

　
〈
皇
學
館
大
学
〉の
名
を
全

国
に
轟
か
せ
る
べ
く
、
九
月

二
十
七
日
、
二
十
八
日
に
日

本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
全

国
大
会
に
臨
ん
だ
彼
ら
。
四

名
は
惜
し
く
も
初
戦
敗
退
と

な
っ
た
が
、
伊
藤
君
は
得
意

の
払
巻
込
を
み
ご
と
に
決
め

て
一
本
勝
ち
。
二
回
戦
で
は

強
豪
で
あ
る
国
際
武
道
大
学

の
若
林
大
作
選
手
に
敗
れ
三

回
戦
進
出
は
か
な
わ
な
か
っ

た
も
の
の
、「
全
国
レ
ベ
ル
の

選
手
と
戦
っ
た
こ
と
で
自
分

の
課
題
が
見
え
て
き
た
し
、

も
っ
と
強
く
な
り
た
い
と
い

う
気
持
ち
が
高
ま
っ
た
。
こ

れ
か
ら
も
練
習
に
励
ん
で
、

ま
た
こ
こ
に
来
た
い
」
と
来

年
に
向
け
早
く
も
闘
志
を
燃

や
し
て
い
た
。

　
佐
藤
武
尊
監
督
は
「
負
け

て
腐
ら
ず
、
自
ら
を
低
く
見

積
も
る
こ
と
な
く
、
た
だ
た

だ
前
向
き
に
頑
張
る
こ
と
が

大
切
。
今
後
も
チ
ー
ム
全
体

が
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い

け
る
よ
う
、精
進
あ
る
の
み
」

と
話
し
、「
応
援
し
て
く
だ
さ

る
す
べ
て
の
人
に
感
謝
し
な

が
ら
、
部
員
一
人
ひ
と
り
が

自
分
が
で
き
る
こ
と
を
一
つ

ず
つ
着
実
に
増
や
し
て
い
け

れ
ば
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

力
出
し
切
り
、ベ
ス
ト
16

高
校
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
・
ダ
ブ
ル
ス

二
年
連
続
、全
国
大
会
出
場

中
学
校
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
・
ダ
ブ
ル
ス

県
・
東
海
大
会
で
二
年
連
続
金
賞

高
校
吹
奏
楽
部

　
全
国
高
校
総
体
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
学
校
対
抗
戦
が
千
葉
県

で
八
月
一
日
か
ら
六
日
に
か

け
て
行
わ
れ
、
四
日
の
個
人

対
抗
ダ
ブ
ル
ス
に
出
場
し
た

川
添
麻
依
子
さ
ん
（
三
年
一

組
）、
谷
水
亜
里
紗
さ
ん（
一

年
一
組
）
ペ
ア
が
ベ
ス
ト
16

に
入
っ
た
。
二
回
戦
、
三
回

戦
を
二　

〇
で
勝
ち
上
が

り
、
ベ
ス
ト
８
を
か
け
て
迎

え
た
四
回
戦
。
一
セ
ッ
ト
目

を
先
取
す
る
も
、
惜
し
く
も

一　
二
で
敗
退
と
な
っ
た
。

川
添
さ
ん
は
「
こ
の
春
か
ら

ペ
ア
を
組
ん
で
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
で
勝
つ
こ
と
を
目
標
に
日

日
練
習
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
練
習
は
つ
ら

く
厳
し
か
っ
た
が

仲
間
や
先
生
方
が

支
え
て
く
れ
、
周

り
に
も
た
く
さ
ん

応
援
し
て
く
だ
さ

る
方
が
い
た
の
で

み
ん
な
の
為
に
と

い
う
気
持
ち
が
大

き
か
っ
た
」
と
今

大
会
を
振
り
返
っ

た
。
谷
水
さ
ん
は
「
初
戦
こ

そ
緊
張
し
た
が
、
の
び
の
び

と
自
分
た
ち
の
プ
レ
ー
が
で

き
た
の
で
、
い
い
試
合
運
び

に
な
っ
た
と
思
う
。
ベ
ス
ト

８
を
か
け
た
試
合
は
接
戦
で

負
け
て
し
ま
い
悔
し
か
っ
た

が
、
自
分
た
ち
の
す
べ
て
が

出
し
切
れ
た
こ
と
と
、
課
題

が
見
つ
か
っ
た
の
は
よ
い
経

験
に
な
っ
た
。
今
後
、
こ
の

経
験
を
活
か
し
さ
ら
に
上
を

め
ざ
し
て
い
き
た
い
」
と
力

強
く
語
っ
た
。

　
八
月
十
九
日
か
ら
二
十
二

日
に
か
け
て
愛
媛
県
で
行
わ

れ
た
全
国
中
学
校
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会
・
女
子
ダ
ブ
ル
ス

に
齋
藤
柚
さ
ん
（
三
年
Ａ

組
）、
山
本
綺
音
さ
ん（
二
年

Ｂ
組
）ペ
ア
が
出
場
。初
戦
を

突
破
し
、
ベ
ス
ト
16
入
り
を

果
た
し
た
。

　
齋
藤
さ
ん
は
「
二
年
連
続

で
出
場
し
、
最
後
の
全
国
大

会
で
一
勝
で
き
た
こ
と
は
素

直
に
嬉
し
い
。
目
標
は
も
っ

と
上
だ
っ
た
の
で
少
し
悔
し

さ
は
残
る
が
、
全
国

大
会
は
レ
ベ
ル
が
高

く
、
勝
利
が
難
し
い

こ
と
を
実
感
し
た
。

こ
の
悔
し
さ
を
忘
れ

ず
、
高
校
で
も
っ
と

い
い
成
績
が
出
せ
る

よ
う
頑
張
り
た
い
」

と
今
後
の
目
標
を
語

っ
た
。
山
本
さ
ん
は

「
今
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
組
む

最
後
の
夏
だ
っ
た
。
練
習
で

は
迷
惑
も
か
け
た
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
が
あ
っ
た
が
、

東
海
大
会
で
優
勝
し
全
国
大

会
に
出
場
で
き
た
こ
と
は
よ

か
っ
た
と
思
う
。
た
だ
、
納

得
の
い
く
プ
レ
ー
が
で
き
な

か
っ
た
の
で
、
来
年
は
シ
ン

グ
ル
ス
で
こ
の
経
験
を
活
か

し
た
い
」と
雪
辱
を
誓
っ
た
。

同
部
顧
問
の
安
井
浩
子
先
生

は
「
二
人
の
高
い
目
的
意
識

が
あ
っ
て
こ
そ
、
全
国
大
会

ベ
ス
ト
16
入
り
を
達
成
で
き

た
」
と
労
い
つ
つ
、「
学
校
、

生
徒
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
、

応
援
に
支
え
ら
れ
こ
こ
ま
で

や
っ
て
き
た
。
感
謝
の
気
持

ち
は
実
績
を
積
み
重
ね
る
こ

と
で
お
返
し
し
た
い
」
と
語

っ
た
。

　
八
月
十
三
日
、
三
重
県
吹

奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ

れ
、
高
等
学
校
Ａ
編
成
の
部

で
高
校
吹
奏
楽
部
が
昨
年
に

続
い
て
優
勝
し
、
朝
日
新
聞

社
賞
を
受
賞
し
た
。
続
く
二

十
四
日
、
同
部
は
静
岡
県
の

ア
ク
ト
シ
テ
ィ
浜
松
で
行
わ

れ
た
東
海
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
に
出
場
。
高
等
学
校
Ａ
編

成
の
部
で
み
ご
と
に
二
年
連

続
と
な
る
金
賞
を
受
賞
し

た
。
全
国
的
に
有
数
の
激
戦

区
と
い
わ
れ
る
東
海
地
区
で

の
二
年
連
続
受
賞
は
快
挙
と

い
え
る
。「
昨
年
の
金
賞
チ
ー

ム
と
い
う
こ
と
で
周
囲
の
注

目
も
大
き
く
、
生
徒
に
も
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
は
あ
っ
た
。
し

か
し
結
果
を
気
に
す
る
こ
と

な
く
、
伸
び
や
か
な
演
奏
を

心
が
け
た
こ
と
が
評
価
に
つ

な
が
っ
た
」
と
顧
問
の
前
川

幸
生
先
生
は
分
析
す
る
。

　
九
月
二
十
一
日
は
、
第
七

回
の
定
期
演
奏
会
を
伊
勢
市

文
化
会
館
で
開
催
。
二
回
公

演
の
チ
ケ
ッ
ト
は
発
売
後
す

ぐ
に
完
売
に
な
る
ほ
ど
の
大

盛
況
。
当
日
は
金
賞
受
賞
曲

の「
勇
気
の
ト
ビ
ラ
」（
高
橋

宏
樹
作
曲
）
や
吹
奏
楽
の
た

め
の
交
響
曲
「
モ
ン
タ
ー
ジ

ュ
」（
グ
レ
イ
ア
ム
作
曲
）の

演
奏
に
、
会
場
を
埋
め
尽
く

し
た
観
客
は
惜
し
み
な
い
拍

手
を
送
っ
た
。
ま
た

曲
の
途
中
で
部
員
に

混
じ
っ
て
ア
ニ
メ
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
扮

し
た
前
川
先
生
が
登

場
す
る
な
ど
、
趣
向

を
凝
ら
し
た
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
で
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
っ

た
。

　
来
年
の
目
標
は
三

重
県
・
東
海
大
会
の

三
連
覇
と
、
念
願
の

全
国
大
会
へ
の
出
場
・
入
賞

だ
。「
そ
し
て
何
よ
り
、吹
奏

楽
部
の
活
動
を
通
し
て
、
生

徒
た
ち
が
人
間
と
し
て
大
き

く
成
長
し
、
い
つ
ま
で
も
音

楽
の
楽
し
さ
を
忘
れ
な
い
で

い
て
く
れ
る
こ
と
が
一
番
の

目
標
」
と
前
川
先
生
。
来
年

も
同
部
の
活
躍
に
期
待
し
た

い
。

　
な
お
、
県
の
強
化
指
定
ク

ラ
ブ
に
選
ば
れ
て
い
る
女
子

団
体
は
四
年
連
続
四
回
目
の

出
場
。
初
の
初
戦
突
破
を
果

た
し
た
。
今
後
の
活
躍
に
注

目
だ
。

ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術
の
秋
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大事なものは、見えにくい
　

中学校事務室事務嘱託　小椋　猛　三重大学教育学部卒

本格的な演奏と、生徒が自分たちで考えたパフォーマン
スで会場を盛り上げた

息ぴったりの川添さん（左）と谷水さん

東海大会が開催された愛知県武道館にて、賞状を手に記念撮影

東海大会で優勝した齋藤（左）・山本ペア
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学　科 引率教員（敬称省略） 日　　程 目的地・方面

国
　
　
　
　
内

神道
加茂正典 ９/15㈪〜18㈭ 東北地方
菅野覚明 ９/10㈬〜13㈯ 函館・札幌・南恵庭駐屯地
松本　丘 ９/10㈬〜13㈯ 滋賀・福井・岐阜

国文

大島信生 ９/ ９ ㈫〜12㈮ 福岡・佐賀・長崎
齋藤　平 ９/ ９ ㈫〜12㈮ 岩手県
髙倉一紀、三品理絵 ９/ ９ ㈫〜12㈮ 東京・鎌倉
深津睦夫 ９/10㈬〜13㈯ 鎌倉・伊豆・東京
中川照将 ９/15㈪〜17㈬ 京都
岡野裕行 ９/14㈰〜18㈭ 東京方面

国史

上野秀治 ９/12㈮〜15㈪ 熊本・大分
岡田　登 ９/11㈭〜15㈪ 対馬・壱岐・北九州
岡野友彦 ９/14㈰〜17㈬ 東京・千葉・茨城
松浦光修 ９/10㈬〜13㈯ 鹿児島・下関・萩
多田實道 ９/ 8 ㈪〜12㈮ 中国・四国方面

現日

富永　健 ９/10㈬〜13㈯ 東京・鎌倉
橋本雅之、上野文枝 ９/ ９ ㈫〜12㈮ 九州（長崎・福岡方面）
板井正斉 ９/ ９ ㈫〜12㈮ 北海道（知床）
岩崎正彌 ９/ ９ ㈫〜12㈮ 東京

海
　
　
　
外

国文 上小倉一志、松下道信 ９/15㈪〜18㈭ 台湾

国史 田浦雅徳、谷口裕信、
堀内淳一 ９/ 8 ㈪〜12㈮ 台湾

コミ
児玉玲子、山田やす子 ９/ 8 ㈪〜12㈮ シンガポール
豊住　誠、川村一代 ９/ ９ ㈫〜13㈯ シンガポール
張　　磊、芳賀康朗 ９/15㈪〜18㈭ 台湾

現日 筒井琢磨、藤井恭子 ９/11㈭〜14㈰ 台湾
神道・コミ 河野　訓、外山秀一 ９/15㈪〜18㈭ 台湾

コミ・現日
前田至剛

９/ 8 ㈪〜12㈮ グアム笠原正嗣、榎本悠孝、
関根　薫

　 2年次の鵜沼先生の「社会福祉援助技術演習」とい
う授業がとてもわかりやすかったので、当時から鵜沼先生にお
世話になっていました。このゼミの中で先生から一番教えられ
たのは「さまざまな視点からものを見る大切さ」でした。私が
自分の思い込みでレポートを書くと、必ず「こういう見方もあ
る」「こんな考え方もできる」と教えていただき、とても勉強に
なりました。ここで学んだ視野の広がりは、就職してからも絶
対に役立つと思います。

学生コメント

　鵜沼先生の授業はいつも私語禁止で、とても緊張
感にあふれています。でも、授業後には学生の相談に親身にな
って乗っていただけます。授業への質問はもちろん、私の就職
活動の面接カードや小論文の添削、面接練習まで嫌な顔一つせ
ずお手伝いしていただきました。おかげで、第一志望だった三
重県庁の福祉技術職に就職が決定しました。4年生の秋学期は、
いよいよ社会福祉士の試験や卒業論文が待っています。先生、
これからもよろしくお願いします。

　福祉の仕事は、見た目よりも大変です。でも現場の人
たちはゆるぎない価値観と矜持を持ち、利用者の権利や
生活、人生を支えるために日々奮闘されています。そこ
で、私のゼミでは福祉業界を
めざしている学生に、現場の
人々がどんな環境で、どんな
思いを持って仕事をしている
かを知ってもらうために積極
的に福祉施設などの現場訪問
を行います。研究旅行でも、
学生が「この施設を見たい」
「この人に話を聞きたい」と自
発的に企画し、手配まですべ

て行いました。ほかにも学生から希望があれば、ボラン
ティアも斡旋します。こうして多くの現場を体験し、そ
こで学んだこと、感じたことを全員で話し合うことで、

福祉を多彩な視点から見つめ
る力を身につけてほしいと思
っています。とくに本学科は
社会福祉以外にも政治経済、
地域社会、伝統文化などの講
義が受講できますから、視野
を広げるには最高の環境で
す。将来、彼らが福祉業界を
支える力となることを期待し
ています。

次は私が日本の 
素晴らしさを伝えたい
現代日本社会学科 ３年（筒井ゼミ）

服 部 貴 子

多文化を肌で実感
コミュニケーション学科 ３年（豊住ゼミ）

橋 爪 杏 奈

先人に恥じぬ生き方を
国史学科 ３年（松浦ゼミ）

高 里 智 佳

できた。
　しかし街の雰囲気は日本のお店も多いた
めか、日本とさほど変わらない印象を受け
た。食べ物は日本人の口に合う薄味仕上げ
で、中でも小龍包はとてもジューシーでお
いしかった。
　台湾北部の猫空にある茶畑を見学した後
は、有名な台湾茶について知識を深めるた
め、今回の研究旅行のメインともいうべき
台北市鐵観音包種茶研發推廣中心を訪れ
た。ここでは台湾茶の製造方法などを学び、
おいしい茶の試飲もできた。とにかく、種
類が覚えられないほど豊富なことに驚き、
台湾茶の奥深さを知ることができた。
　私は今回初めて海外に行ったが、台湾の
人々の親切さや、歴史、素敵な茶の文化に
触れ、とても感激した。この経験を生かし、
今度は私が日本の素晴らしさを沢山の人に
伝えたい。

　私たち筒井ゼミの行先は台北である。事
前学習で調べていた九份、台北１０１タワー、
中正紀念堂、国立故宮博物院、龍山寺など
多くの名所に行き、歴史的建造物や台湾の
人々の文化を直接目で見て、感じることが

翁を亡くした当時の方々の思いを感
じた。夕方には桜島を背に、鹿児島
を離れ下関に入り、秋雲浮かぶ桃色
の空や霞む山々と、秋風吹く下関の
海を眺めつつ、志士に思いを馳せた。
　下関の海が持つ歴史を学び、赤間
神宮への参拝で三日目を始め、下関
に名残を惜しみながら萩へと向かっ
た。
　萩ではこの小さな村の八畳の畳か
ら時代を担った志士たちが生まれた
ことに驚くばかりであった。松陰神
社での正式参拝、松下村塾の見学や
お話には背筋の伸びるものを感じ、
長州藩士が生まれた萩城下では、静
かに燃える志士の魂の面影を見るこ
とができた。
　そして何よりも、松陰先生と高杉
晋作のお墓、木戸孝允の邸宅跡で見
た、黒の羽に青い線を持った蝶が忘
れられない。松陰先生と弟子たちゆ
かりの場所でのみ同じ蝶を見たこと
は、私たちに「遠くの声」を感じさ
せ、応援か、はたまたお叱りをくだ
さっているのではと思い、先人に恥
じぬ生き方をしよう、と強く思う研
究の旅となった。

　私たち豊住ゼミの行先はシンガポ
ール。シンガポールは日本人にとっ
て身近なアジアの国のひとつであ
り、先進国かつ多民族・多文化国家
である。英語や異文化間コミュニケ
ーションを学ぶ私たちはこれらを実
際に体験できる国であると考え、旅
行先にシンガポールを選んだ。
　日本を離れると、何をするにして
も英語を話すことになる。「英語なら
何とか伝わる」と思っていたが、実
際に会話を試みると言葉はうまく伝
わらなかった。日本を離れてから出
会う人たちで実際に英語を母語とし
ている人はごくわずかで、ほとんど
の人は私たちと同様に英語を学んだ
人だった。会話するうえで片方が母
語話者であれば、片方が片言で話し
ても内容を察してわかりやすく返答
することで会話は成り立つ。しかし
両方が母語話者でない場合、察する
ことは難しい。お互いの持つ知識が
異なるため、伝えようとしても表現

が合致しないなどでなかなか伝わら
ない。うまく話すことよりもわかり
やすく話せる能力の必要性に気づく
ことができた。
　初めに挙げたように、シンガポー
ルは多文化国家である。イスラム、
ヒンドゥーの文化を見ることもでき
た。それぞれの教徒が暮らしている
なかにモスクや寺院があり、私たち
も入ることができた。それらは実際
に使われているもので、礼拝を行う
人も次々にやってきた。神聖な場所
であるため、私たちも当然しきたり
に従う。肌を露出してはいけなかっ
たり、裸足でなければいけなかった
りする。こういった経験は日本にい
てはなかなかできない。貴重な体験
ができたフィールドワークであった。

　秋風を感じつつ、松浦先生のご引
率の下、私たちは鹿児島・山口で先
人方の跡を辿った。
　「若桜」の面影を探し、鹿児島では
近年まで知られていなかった十三塚
原という特攻隊基地、そして知覧に
行き、英霊に感謝をしつつ、英霊の
瞳に映る ＂今＂ を考えながら四日間
の研究の旅を始めた。
　翌日は薩摩の志士たちの生誕地
や、地元の方々に愛された西郷隆盛
のゆかりの地を巡った。南洲翁終焉
の地では静かに舞い落ちた秋葉に、

平
成
26
年
度
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク（
研
究
旅
行
）
日
程
一
覧
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鵜沼憲晴ゼミ
現代日本社会学部
現代日本社会学科

どんな相談にも親身になってくれます
山口　舞さん　現代日本社会学科（社会福祉分野）４ 年 ▶

視野が広がりました
野川　真君　現代日本社会学科（社会福祉分野）４ 年 ▶

福祉業界で活躍するために必要な
多彩な視点を身につけてほしい。
今回訪問したのは、現代日本社会学科の鵜沼ゼミ。毎週水曜日、
４ 名の学生が先生の研究室に集まり、なごやかな雰囲気の中に
も活発な議論が行われていました。

鵜沼憲晴教授（社会福祉分野／テーマ：権利擁護）
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＂学びと絆＂
深める旅へ

問合せ 学生支援部 学生担当　☎０５９6−22−6３１７

フィールドワーク報告記
９ 月 ８ 日から１８日にかけて、多くのゼミが国内・海外でフィールドワーク（研究旅行）を実
施した。学生たちは歴史的建造物や現地の人々と触れ合うことで新たな発見をしたり、
仲間との絆を深めたりと充実のひとときを過ごしたようだ。

倉陵祭�開催
10／31●金〜11／2●日

　辛坊氏の講演やアーティストライブ、模擬店、　ステージ発表など楽しいイベントが盛りだくさん!　ぜひ足をお運びください!　

講演会
11月2日●日
開場◦９：３０
開演◦１０：３０〜１2：００
会場◦皇學館大学 
　　　記念講堂
入場無料・先着順

辛坊治郎氏
「正しい判断は正しい情報から

〜辛坊治郎の冒険訓〜」
ニュースキャスターとして活躍する辛坊氏が小型ヨットでの太平洋横
断挑戦中に遭難し、自衛隊に救出された経験から得た教訓を語る。

アーティストライブ
11月1日●土
開場◦１７：００　開演◦１８：００〜2０：００
会場◦皇學館大学記念講堂
入場無料・要整理券
※整理券の配布についてはHPをご覧ください。

Juliet
マイコ、ユミ、ハミからなる
大注目株の ３人組ボー
カルユニット。「ナツラブ」
が着うた®ランキング１位
を獲得! 共感度200％
のリアルな歌詞が１0代、
20代の女の子を中心に
絶大な支持を得ている。

11月1日から7日は
「教育・文化週間」です
　教育・文化週間は教育や文化への関心と理解を深め、充実・振興
を図ることを目的として設けられ、今年で５６回目を迎えます。
　本週間の期間中には、全国各地で教育・文化に関する様々なイ
ベントが開催されます。興味のあるイベントにぜひ足を運んでみ
てはいかがでしょうか。

詳しくは
http://www.mext.go.jp/a_menu/shougai/kyoiku-bunka/

学んだことを次に繋げる
国文学科 ３年（深津ゼミ）

古 味 夏 実

北海道開拓に多くを学ぶ
神道学科 ３年（菅野ゼミ）

榮　　晃　樹

　今年度の菅野ゼミのフィールドワ
ークは函館・札幌方面で、武士の思
想にかかわる史跡や施設の見学・研
修を行った。まず、函館八幡宮に正
式参拝し、函館奉行所時代から戊辰
戦争・明治維新にいたる神社の歴史
についての講話を拝聴した。函館八
幡宮は北海道の開拓に関わる神とし
て道民からの崇敬を集めた神社であ
る。現在の社殿は明治から大正にか
けて改築されたもので、本殿が聖帝
造で権現造風の八棟造となっている
ことから聖帝八棟造と称している。

参拝後、市指定文化財でもある神輿
を見学するなど、貴重な体験をする
ことができた。
　函館は路面電車、五稜郭、教会な
どの歴史的建造物も多くとても楽し
めた。とくに夜景は古くから世界三
大夜景のひとつと賞されており、と
ても幻想的な風景が広がっていた。
　札幌への移動途中に立ち寄った小
樽では、小樽運河や町並みを散策し
た。運河沿いの石造倉庫群は当時の
姿のまま残されていた。また、北海
道開拓村は、北海道の各地の明治時
代から昭和時代の建造物を集めた博
物館で、馬車等も走っており、当時
の生活を知ることができた。北海道
大学のクラーク博士像の前では記念
撮影をした。
　最終日、南恵庭駐屯地では現代の
安全保障や、自衛隊の災害派遣活動
についての講義を受けた。また、装
甲車や戦車の試乗、災害で活躍する
重機の操作などの体験をした。
　今回のフィールドワークを通して
北海道開拓の歴史、安全保障などに
ついて多くのことを学ぶことができ
た。

　私たち深津ゼミは関東に向かっ
た。三泊四日の旅の初日は東京に赴
き、上野にある東京国立博物館を見
学した。次に、神保町の古書店街を
見学した。ホテルはスカイツリーが
正面に見えるところにあり、夜のラ
イトアップがとても綺麗だった。
　二日目は、朝の通勤ラッシュにも
まれながら鎌倉へと向かった。鎌倉
では観光バスに乗って鎌倉の名所を
めぐった。建長寺、鶴岡八幡宮、鎌
倉宮、長谷寺、高徳院の大仏などを
バスのガイドさんの説明を受けなが
らめぐることができ、色々と勉強に
なった。江ノ島電鉄に乗れたのも、
いい思い出になった。
　三日目は箱根で、ここでは箱根神
社での正式参拝があった。朝は箱根
登山列車やケーブルカー、ロープウ
ェイ、芦ノ湖遊覧船など箱根で有名
な乗り物を乗り継ぎながら箱根関所
跡に行った。その後、箱根旧街道杉
並木を全員で歩き、いよいよ箱根神
社へ。正式参拝ということで本殿の

中まで入り、とても貴重な経験がで
きたと思う。全員緊張した様子だっ
たが、無事に参拝をすることができ
た。その後、宝物館や境内の説明ま
でしていただき、とても勉強になっ
た。
　最終日は伊豆に向かい、伊豆近代
文学博物館を見学した。伊豆にゆか
りのある作家たちの資料を見ること
ができてとても感動した。その後、
浄蓮の滝を見学。そのあとは頼朝流
刑の地、蛭ヶ小島に向かった。蛭ヶ
小島にある茶屋の方が歴史等を丁寧
に説明してくださり興味深かった。
　あっという間のフィールドワーク
だったがたくさんのことを学べ、と
ても充実した時間だった。ここで学
んだことをこれからの学習にも繋げ
ていけるように頑張りたい。

生涯学習のイメージキャラクター
マナビィ

函館八幡宮にて

箱根神社にて

◦博物館や美術館の無料公開や特別展示
◦伝統芸能・工芸の鑑賞会や体験講座
◦地域住民が日頃の活動成果の発表を行う市民文化祭
◦図書館、公民館などでの各種講演会・講座
◦大学等における公開講座
◦子供向けの自然体験教室　等々

●
●
●
●
●
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…
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大会後、お互いの健闘を称えあう３年生たち
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七
月
二
十
一
日
か
ら
八
月
三
日

ま
で
の
二
週
間
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
・
メ
ル
ボ
ル
ン
に
お
い
て
語
学

研
修
が
行
わ
れ
た
。

　
本
校
の
姉
妹
校
で
あ
る
ロ
ー
ズ

ヒ
ル・セ
カ
ン
ダ
リ
ー・カ
レ
ッ
ジ

と
の
交
流
も
今
年
で
十
三
年
目
を

迎
え
た
。
今
回
は
十
四
名
の
生
徒

た
ち
が
本
校
の
代
表
と
し
て
様
々

な
場
面
で
積
極
的
に
活
動
し
、
ロ

ー
ズ
ヒ
ル
の
先
生
方
や
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
か
ら
非
常
に
高
い
評
価

を
い
た
だ
い
た
。
課
題
を
ク
リ
ア

し
、
成
長
す
る
生
徒
た
ち
の
姿
を

見
て
嬉
し
く
も
あ
り
、
ま
た
頼
も

し
く
も
あ
っ
た
。

　
今
回
の
訪
問
で
も
う
一
つ
嬉
し

い
出
来
事
が
あ
っ
た
。
本
校
の
卒

業
生
で
あ
り
、
四
年
前
に
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
山
下
君
と

メ
ル
ボ
ル
ン
で
再
会
し
た
こ
と
で

　
校
友
会
本
部
役
員
と
し
て
の
私

の
目
標
は
、
卒
業
す
る
際
、
皆
さ

ん
に「
皇
學
館
に
来
て
よ
か
っ
た
」

と
思
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
皇

學
館
は
と
て
も
良
い
学
校
で
す

　
総
務
委
員
長
に
な
っ
て
思
う
の

は
、
想
像
と
違
い
、
と
て
も
こ
ま

ご
ま
と
し
た
用
事
が
多
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
で
も
、
そ
う
し
た
作

業
を
丁
寧
に
こ
な
し
な
が
ら
、
行

事
の
度
に
全
校
生
徒
の
サ
ポ
ー
ト

役
に
徹
す
る
こ
と
に
と
て
も
や
り

が
い
を
感
じ
ま
す
。
校
友
会
メ
ン

研修を機に海外へ視野広げ
第13回オーストラリア語学研修

年
々
ス
ピ
ー
チ
の
レ
ベ
ル
が
ア
ッ
プ

第
九
回
皇
學
館
中
学
校
・
高
等
学
校
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

協
力
し
て
楽
し
む
こ
と
を
学
ぶ 
�

三
年
Ｂ
組　

武
藤
里
歩

　
私
は
体
育
大
会
を
終
え
て
、
み

ん
な
で
協
力
し
て
楽
し
む
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。
一
番
印
象
に
残
っ

た
競
技
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー・ザ・

ギ
ネ
ス
で
す
。急
遽
、休
み
の
人
に

代
わ
っ
て
の
出
場
で
不
安
一
杯
で

し
た
が
、友
だ
ち
が「
大
丈
夫
、里

歩
な
ら
い
け
る
!
」
と
言
っ
て
く

れ
た
の
で
気
合
い
が
入
り
、
六
十

一
回
も
跳
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
閉
会
式
で
「
優
勝
三　
Ｂ
」
と

聞
い
て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
で
ケ
ン
カ

し
て
涙
を
流
し
た
こ
と
も
あ
る
け

れ
ど
、
最
後
に
思
い
っ
き
り
の
笑

顔
で
笑
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
よ

か
っ
た
で
す
。

五
・
五
秒
で
一
等
賞
。
最
高
で
し

た
。
最
後
ま
で
走
れ
た
こ
と
は
、

私
に
と
っ
て
準
優
勝
よ
り
大
き
な

思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。み
ん
な
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
。

体
育
の
苦
手
な
私
が
楽
し
め
た 

�

三
年
Ａ
組　

平
川
未
奈

　
体
育
の
苦
手
な
私
が
、
今
年
の

体
育
大
会
は
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
と
く
に
「
ク
ラ
ス
＋
一
脚
」
の

練
習
で
は
こ
け
て
迷
惑
を
か
け
た

の
に
、
み
ん
な
、
笑
顔
で
ド
ン
マ

イ
と
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
ま
し

た
。
だ
か
ら
、
み
ん
な
と
足
を
揃

え
る
こ
と
が
で
き
た
時
は
、
心
の

底
か
ら
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
そ
し
て
本
番
。
直
前
の
エ
ー
ル

に
不
安
は
消
え
、
み
ん
な
が
心
を

一
つ
に
し
て
走
り
ま
し
た
。結
果
、

力
を
合
わ
せ
楽
し
ん
だ
体
育
大
会

　

「
お
・
は
・
し
・
も
」守
り
、避
難
訓
練

　

生
徒
の
意
見
を
伝
え
ら
れ
る
存
在
に

総
務
副
委
員
長
　
中
川
初
保

サ
ポ
ー
ト
役
に
や
り
が
い

総
務
委
員
長
　
青
木
宏
介

あ
る
。
驚
い
た
こ
と
に
、
彼
は
今

ロ
ー
ズ
ヒ
ル
校
で
日
本
語
の
授
業

を
助
手
と
し
て
お
手
伝
い
し
て
い

る
の
だ
。
彼
が
留
学
を
決
意
し
た

の
は
、
こ
の
語
学
研
修
で
の
経
験

が
非
常
に
大
き
か
っ
た
と
い
う
。

研
修
を
機
に
自
身
の
視
野
が
海
外

に
開
け
た
の
だ
。

　
研
修
の
第
一
目
的
は
語
学
力
を

高
め
る
こ
と
で
あ
る
。
が
、
同
時

に
生
徒
た
ち
の
目
を
海
外
へ
向
け

る
こ
と
も
大
切
な
目
的
の
一
つ

だ
。
山
下
君
の
よ
う
に
卒
業
後
に

留
学
し
た
語
学
研
修
生
た
ち
は
非

常
に
多
い
。

　
今
回
の
語
学
研
修
生
た
ち
も
こ

れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
世
界
に
羽
ば
た

き
、
活
躍
し
て
く
れ
る
も
の
と
期

待
し
て
い
る
。

�

国
際
交
流
担
当
　
角
屋
重
文

七
月
五
日
に
行
わ
れ
た
校
友
会
役
員
選
挙
で
立
候
補
者
全

員
が
信
任
さ
れ
た
。
以
下
に
三
名
の
抱
負
を
紹
介
す
る
。

が
、
ま
だ
改
善
す
る
余
地
は
あ
り

ま
す
。
現
状
に
満
足
せ
ず
、
さ
ら

に
良
い
学
習
環
境
で
楽
し
い
学
校

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
全
力
を
尽

く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

バ
ー
と
も
月
日
を
重
ね
て
い
く
ご

と
に
信
頼
を
深
め
て
お
り
、
皇
高

祭
や
体
育
祭
な
ど
の
行
事
を
み
ん

な
が
笑
顔
で
楽
し
く
行
え
る
よ

う
、
メ
ン
バ
ー
全
員
で
試
行
錯
誤

し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　
九
月
一
日
の
防
災
の
日
に
、
中
・

高
合
同
に
よ
る
地
震
避
難
訓
練
が
実

施
さ
れ
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
八
月
二

十
九
日
に
は
教
員
研
修
会
も
行
わ

れ
、
高
校
の
多
田
真
二
教
頭
か
ら
説

明
と
と
も
に
避
難
訓
練
に
関
係
す
る

各
種
資
料
が
配
付
・
提
示
さ
れ
た
。

　
地
震
発
生
時
の
〈
避
難
場
所
〉
は

大
き
く
二
手
に
分
か
れ
、
高
校
生
が

旧
武
道
館
跡
地
の
駐
車
場
、
中
学
生

は
精
華
寮
と
な
っ
て
い
る（
た
だ
し
、

雨
天
時
の
避
難
場
所
は
高
校
生
が
第

二
体
育
館
、中
学
生
が
第
三
体
育
館
）。

　
地
震
発
生
後
の
避
難
は
二
段
階
に

分
け
て
行
わ
れ
る
。
今
回
は
一
般
教

室
で
の
授
業
時
に
地
震
が
発
生
し
た

と
想
定
。〈
第
一
次
避
難
〉で
は
頭
部

を
守
る
た
め
、
各
生
徒
が
机
の
下
に

身
を
ひ
そ
め
、
机
の
脚
を
し
っ
か
り

と
握
り
、
し
ば
ら
く
様
子
を
見
る
。

同
時
に
授
業
担
当
者
は
教
室
の
出
入

口
を
開
放
し
、
避
難
口
を
確
保
。
こ

の
間
、授
業
担
当
者
以
外
の
教
員
は
、

避
難
経
路
の
安
全
確
認
を
行
う
。
続

い
て
〈
第
二
次
避
難
〉
を
開
始
。
避

難
指
示
を
受
け
た
生
徒
た
ち
は「
お・

　
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
第
九

回
皇
學
館
中
学
校
・
高
等
学
校
ス
ピ

ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
が
八
月
二
十
三

日
、
中
学
校
セ
ミ
ナ
ー
ホ
ー
ル
に
て

開
催
さ
れ
た
。
今
年
は
小
学
生
の
部

四
十
四
名
、
中
学
生
の
部
四
十
三
名

の
計
八
十
七
名
の
参
加
と
な
り
、
会

場
は
熱
気
に
あ
ふ
れ
た
。

　
小
学
生
の
部
は
ビ
ギ
ナ
ー
と
ア
ド

バ
ン
ス
ト
に
分
か
れ
、そ
れ
ぞ
れ「
富

士
山
」、「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
」を
テ
ー

マ
と
し
た
英
文
を
暗
唱
、
中
学
生
の

部
で
は
、「
十
年
後
の
私
」・「
笑
い

話
」・「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
と
い
う

三
つ
の
テ
ー
マ
の
中
か
ら
一
つ
選
ん

で
ス
ピ
ー
チ
を
行
っ
た
。

　
ど
ち
ら
の
部
に
お
い
て
も
参
加
者

た
ち
は
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
大
い

に
発
揮
し
、
白
熱
し
た
素
晴
ら
し
い

ス
ピ
ー
チ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
結

果
は
、
小
学
生
の
部
で
は
〈
ビ
ギ
ナ

ー
〉山
田
瑛
心
さ
ん（
ト
リ
ニ
テ
ィ
ー

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー

ル
）、〈
ア
ド
バ
ン
ス
ト
〉前
田
さ
く
ら

さ
ん（
大
湊
小
学
校
）、
中
学
生
の
部

で
は
澤
村
真
衣
子
さ
ん
（
豊
浜
中
学

校
）が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
に
輝
い
た
。

　
審
査
に
も
時
間
が
か
か
る
な
ど
、

年
々
ス
ピ
ー
チ
の
レ
ベ
ル
が
上
が
っ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
こ
れ
を
機

会
に
ま
す
ま
す
英
語
力
に
磨
き
を
か

け
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。

 

英
語
科
　
小
林
誠
治

は
・
し
・
も
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
通
り
、

「
押
さ
な
い
」「
走
ら
な
い
」「
し
ゃ
べ

ら
な
い
」「
も
ど
ら
な
い
」と
い
う
行

動
で
安
全
か
つ
速
や
か
に
避
難
場
所

へ
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
今
回
の
訓
練
を
契
機
と
し
、
想
定

さ
れ
る
東
海
地
震
に
対
す
る
防
災
意

識
の
向
上
を
図
り
た
い
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
私
た
ち
は
生

徒
の
声
を
直
接
学
校
へ
伝
え
ら
れ

る
存
在
に
な
る
こ
と
が
大
切
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
大
き
な
変
化
を

も
た
ら
す
の
は
難
し
い
で
す
が
、

生
徒
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
少
し
で

も
プ
ラ
ス
に
つ
な
が
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

み
ん
な
で
創
る
皇
學
館

総
務
副
委
員
長
　
荒
木
美
来

　
五
年
間
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
や
先

生
方
か
ら
た
く
さ
ん
の
パ
ワ
ー
を

い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。
今
度
は

与
え
る
側
に
な
っ
て
、
恩
返
し
を

し
て
い
き
た
い
で
す
。
私
な
り
の

恩
返
し
と
は
、
生
徒
全
員
が
私
の

よ
う
に
「
皇
學
館
を
選
ん
で
よ
か

っ
た
」
と
思
え
る
よ
う
な
学
校
づ

く
り
に
取
り
組
む
こ
と
。
そ
の
第

一
歩
と
し
て
、
生
徒
の
希
望
や
要

望
を
で
き
る
だ
け
取
り
入
れ
全
員

一
丸
と
な
っ
て
学
校
を
発
展
さ
せ

て
い
け
る
よ
う
、
現
在
は
生
徒
の

皆
さ
ん
が
意
見
交
換
し
や
す
い
場

を
作
る
こ
と
を
目
標
に
案
を
練
っ

て
い
ま
す
。「
み
ん
な
で
創
る
皇
學

館
」
を
め
ざ
し
て
日
々
さ
ま
ざ
ま

な
声
に
耳
を
傾
け
、
笑
顔
あ
ふ
れ

る
皇
學
館
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
延
期
さ
れ
て
い
た
体
育
大
会
が
九
月
二
十
一
日
に
無
事
開
催
さ

れ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
生
徒
た
ち
の
歓
声
が
響
い
た
。
以
下
に
生

徒
の
感
想
を
掲
げ
る
。

左
か
ら
、
荒
木
さ
ん
、
青
木
君
、
中
川

さ
ん

賞状と楯を手に、嬉しそうな表情の入賞者

先生からの注意事項を真剣に聞く生徒たち

動物園の前でローズヒル校の生徒と一緒に記念撮影
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は
じ
め
ま
し
て
。
中
世
古
祐
希
と
西
井

理
道
と
申
し
ま
す
。
私
達
二
人
は
皇
學
館

大
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の
卒
業

生
で
、
縁
あ
っ
て
同
じ
会
社
の
マ
レ
ー
シ

ア
工
場
で
働
か
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

入
社
以
降
ず
っ
と
マ
レ
ー
シ
ア
工
場
に
併

設
さ
れ
て
い
る
オ
フ
ィ
ス
で
働
い
て
お

り
、
私
は
丸
三
年
、
西
井
は
丸
六
年
マ
レ

ー
シ
ア
に
住
ん
で
い
ま
す
。

　
最
初
マ
レ
ー
シ
ア
に
赴
任
す
る
際
は
新

し
い
生
活
へ
の
期
待
二
割
、
不
安
八
割
と

い
っ
た
気
持
ち
で
し
た
が
、
周
り
の
皆
様

の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
り
な
ん
と
か
無
事
に
過

ご
せ
て
い
る
次
第
で
す
。
マ
レ
ー
シ
ア
で

は
大
半
の
人
が
英
語
を
話
せ
る
の
で
す

が
、
赴
任
当
初
は
二
人
と
も
英
語
が
得
意

で
は
な
い
状
態
で
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
科
の
先
生
方
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

!
）、ほ
ぼ
現
地
に
て
習
得
し
ま
し
た
。
仕

事
上
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
す
べ
て

英
語
で
行
っ
て
お
り
、
日
々
、
日
本
本
社

か
ら
の
指
示
を
英
語
で
社
内
へ
連
絡
し
た

り
、
欧
米
諸
国
の
客
先
と
の
連
絡
を
取
り

合
っ
て
い
ま
す
。
マ
レ
ー
系
、イ
ン
ド
系
、

チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
系
と
オ
フ
ィ
ス
に
多
様
な

人
種
が
織
り
交
ざ
っ
て
い
る
様
は
日
本
で

は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
光
景
な
の
で
、

面
白
い
で
す
。
ま
た
、
器
用
に
四
カ
国
語

（
マ
レ
ー
語
、
中
国
語
、
タ
ミ
ー
ル
語
、
英

語
）
を
使
い
分
け
て
会
話
し
て
い
る
様
を

見
る
と
感
心
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
マ
レ
ー
シ
ア
と
日
本
で
は
文
化
も
言
葉

も
違
い
ま
す
の
で
、
や
は
り
こ
ち
ら
の
考

え
を
理
解
し
て
も
ら
う
の
に
時
間
が
か
か

り
ま
す
が
、
お
互
い
の
意
思
の
疎
通
が
で

き
理
解
が
一
致
し
た
瞬
間
は
嬉
し
く
感
じ

ま
す
。
海
外
で
働
く
人
材
に
求
め
ら
れ
る

の
は
、
自
分
達
の
文
化
を
押
し
付
け
た
り

価
値
観
を
強
要
す
る
の
で
は
な
く
、
双
方

が
お
互
い
の
文
化
を
理
解
し
尊
重
で
き
る

よ
う
な
柔
軟
な
考
え
方
を
持
つ
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
多
種
多

様
な
文
化
が
混
在
す
る
マ
レ
ー
シ
ア
は
異

文
化
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ
上

で
最
適
な
場
所
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
在
学

中
の
皆
さ
ん
、
異
文
化
を
直
接
肌
で
感
じ

る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
一
度
マ
レ
ー
シ
ア
を

訪
れ
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
新
し
い
発
見

が
あ
る
は
ず
で
す
。

県内外から298名が受講
■■■■■■■■■教員免許状更新講習

　
八
月
十
九
日
か
ら
二
十
四

日
に
か
け
て
、
教
員
免
許
状

更
新
講
習
を
伊
勢
会
場
及
び

四
日
市
会
場
で
開
催
し
た
。

五
日
間
三
十
時
間
に
及
ぶ
講

習
に
は
二
九
八
名
が
受
講
。

三
重
県
の
み
な
ら
ず
、千
葉
、

愛
知
、
岐
阜
、
滋
賀
、
京
都
、

奈
良
、
大
阪
、
鳥
取
な
ど
県

外
か
ら
の
受
講
者
の
姿
も
目

立
っ
た
。
本
学
で
の
開
講
は

今
年
で
六
回
目
。

　
五
日
間
の
う
ち
二
日
間
は

必
修
領
域
と
し
て
「
教
職
に

つ
い
て
の
省
察
」「
子
ど
も
の

変
化
」「
教
育
政
策
の
動
向
」

「
学
校
の
内
外
に
お
け
る
連

携
協
力
」
を
テ
ー
マ
と
し
、

後
半
の
三
日
間
で
は
「
伝
統

と
文
化
の
理
解
」「
道
徳
教

育
・
生
徒
指
導
」「
教
科
内
容

の
充
実
」
を
テ
ー
マ
に
最
新

の
教
育
事
情
を
踏
ま
え
、
直

面
し
て
い
る
教
育
課
題
や
皇

學
館
大
学
の
特
色
、
地
域
性

に
配
慮
し
た
内
容
も
取
り
入

れ
た
講
習
が
行
わ
れ
た
。
講

師
陣
は
本
学
教
員
の
ほ
か
、

著
名
な
外
部
講
師
も
多
数
配

置
。
講
習
後
、
受
講
者
か
ら

「
学
ん
だ
こ
と
を
今
後
の
教

育
活
動
に
活
か
し
た
い
」「
久

し
ぶ
り
に
学
生
に
な
っ
た
気

分
で
と
て
も
勉
強
に
な
っ

た
」「
母
校
で
受
講
す
る
こ
と

が
で
き
と
て
も
よ
か
っ
た
」

「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
グ
ル

ー
プ
討
議
が
あ
り
、
楽
し
く

受
講
す
る
こ
と
が
で
き
た
」

「
視
野
が
広
が
っ
た
。見
方
を

変
え
疑
問
を
持
つ
こ
と
の
大

切
さ
を
改
め
て
感
じ
た
」
と

感
想
を
い
た
だ
い
た
。

 

教
職
支
援
担
当

「
教
学
振
興
会
」へ
の
ご
支
援
を
お
願
い

神
社
関
係
者
懇
談
会

　
日
頃
よ
り
多
大
な
ご
支
援

を
い
た
だ
い
て
い
る
神
社
関

係
者
お
よ
び
本
学
協
議
員
の

方
々
を
招
き
、
感
謝
の
思
い

と
と
も
に
今
後
の
ご
指
導
と

変
わ
ら
ぬ
ご
親
交
を
お
願
い

す
る「
神
社
関
係
者
懇
談
会
」

が
九
月
十
七
日
、
開
催
さ
れ

た
。

　
当
日
、
会
場
と
な
っ
た
鳥

羽
国
際
ホ
テ
ル
に
は
約
百
七

十
名
が
集
い
、
和
や
か
な
雰

囲
気
で
進
め
ら
れ
た
。
本
学

か
ら
は
佐
古
一
洌
理
事
長
は

じ
め
清
水
潔
学
長
ほ
か
十
三

名
が
出
席
。
佐
古
理
事
長
は

挨
拶
の
中
で
ご
参
会
の
方
々

に
謝
意
を
示
す
と
と
も
に
、

大
学
運
営
に
関
す
る
社
会
状

況
や
取
組
み
に
つ
い
て
述
べ

た
。
ま
た
、
学
校
法
人
と
し

て
さ
ら
な
る
教
育
・
研
究
の

発
展
を
め
ざ
す
べ
く
今
年
立

ち
上
げ
た
「
教
学
振
興
会
」

（
第
五
十
一
号
参
照
）に
つ
い

て
も
詳
し
く
説
明
。
振
興
会

設
立
趣
旨
へ
の
ご
理
解
と
活

動
へ
の
ご
協
力
を
賜
り
た
い

旨
、
お
願
い
し
た
。

　
そ
の
後
、
ご
来
賓
を
代
表

し
て
北
白
川
道
久
神
社
本
庁

統
理
が
ご
挨
拶
。
続
く
懇
親

会
で
は
鷹
司
尚
武
神
宮
大
宮

司
よ
り
乾
杯
の
ご
発
声
を
い

た
だ
い
た
。
あ
ち
こ
ち
か
ら

和
気
藹
々
と
し
た
談
笑
の
声

が
聞
か
れ
る
中
、
名
残
惜
し

く
も
お
開
き
の
時
間
に
。
そ

し
て
、
田
中
恆
清
神
社
本
庁

総
長
の
万
歳
三
唱
で
盛
会
の

う
ち
に
終
了
し
た
。　

皇學館高等学校
募集人数 3４０名（ ６年生内部進学者含む）

入学資格 中学卒業者および平成２７年 ３月卒業見込みの者

出願期間 平成２７年1月８日㈭〜1月１６日㈮
午前 ９時〜午後 ３時（土日および祝日は除く）

出願手続
①入学願書（本校所定の用紙）　②調査書（本校所定の用紙）
③受験料 1２,０００円（本校所定の郵便振替用紙にて、必ずゆうちょ銀行窓口で、
お納めください）

入学検査

日　時 平成２７年 ２ 月 ２日㈪ 午前 ９時〜� 　※追試験 ２月1２日㈭

教　科 国語、数学、英語、理科、社会

方　式 マークシート方式

検査場
〈本会場〉皇學館高等学校
〈津会場〉大原簿記医療観光専門学校�◀津会場が　増えました!　　　　（津駅西口より徒歩 １分）

合格発表 平成２７年 ２ 月 ９日㈪に合格通知を各中学校および本人宛に発送します
（電話によるお問い合わせには、お答えできません）

入学手続 平成２７年 ２ 月１８日㈬ 午後 ３ 時までに、入学金４５,０００円を納入してくだ
さい（本校所定の用紙にて、銀行窓口でお納めください）

学　　費

入学時の経費 ◦教育充実費（入学時）２００,０００円

入学後の経費
（月額）

◦授業料 ２1,５００円�※各家庭によって補助金の額に差があります
◦教育充実費 1０,０００円　◦修学旅行積立 ４,５００円
◦その他 ４,４００円

入試制度について
①特別進学コース・進学コースともに推薦制度（専願）があります。
②所属中学校長の推薦書により、学業・人物優秀と認められる生徒に対しては、学
力特別奨学生、また顕著な競技実績を持つと同時に、本校の授業内容を習得で
きる学力を有し、人物優秀な生徒に対しては、スポーツ・芸術推薦およびスポー
ツ・芸術特別奨学生の制度があります。

お
知
ら
せ

第３回オープンスクール（学校見学会）
日時◦１１月１５日㈯

………………………………………………………………………………………
午前の部1０：００〜1２：3０学校説明、吹奏楽部による歓迎セレモニー、校舎見学など
午後の部13：3０〜1５：００クラブ見学とクラブ説明など　 ※午後の部は自由参加
………………………………………………………………………………………

★軽食を準備します。学食（自己負担）もご利用できます。
★筆記用具、スリッパをご持参ください。
上記日程以外の見学も可能です。お気軽にお問い合わせください。入試広報部☎０５９６－２２－０２０５

６ 年一貫教育 皇學館中学校
A日程 B日程

一　　般 専　　願
募集人数 A日程（一般・専願）・B日程合わせて ７０名
入学資格 平成２７年 ３月小学校卒業見込みの児童（男女共）

出願手続 ◦入学志願票（本校所定の用紙）
◦受験料 1２,０００円（本校所定の用紙にてゆうちょ銀行窓口でお納めください）

出願期間

平成２６年	 平成２７年
１２月１５日㈪〜1月７日㈬
午前 ９時〜午後 ３時（土曜日は正午まで）

※1２月２1日㈰・２3日㈷・２８日㈰〜 1 月 ５日㈪を除く

平成２７年
1月２６日㈪〜２月４日㈬
午前 ９時〜午後 ３時
（土曜日は正午まで）
※ ２月 1日㈰を除く

出願方法

【持参する場合】
出願書類を取りそろえ、所定の封筒に入れて学校事務室へ持参

【郵送する場合】
出願書類と受験票返信用封筒（住所氏名の記入、返信切手）

試験日時 平成２７年 1 月1０日㈯ 午前 ９時〜 平成２７年 ２ 月 ７日㈯
午前 ９時〜

試験教科 国語、算数、理科、社会 国語、算数、面接 国語、算数

合否発表
平成２７年 １月１３日㈫ 平成２７年 ２月１0日㈫

各家庭に郵送（電話によるお問い合わせにはお答えできません）

入学手続 入学金４５,０００円＋教育充実費1５０,０００円＝合計１９５,０００円
（所定の用紙にて銀行窓口でお納めください）

学　　費
（月額）

◦授業料 ２1,５００円　◦教育充実費 1０,０００円
◦その他 ４,3００円（保護者会費、後援会費、校友会費、図書費）

特別奨学生制度
人物優秀で、次のいずれかの基準を満たす者から選考し、入学金および授業料の
納入を免除します。
①小学校長または学習塾長から学業成績が特に優秀であると推薦され、入学試験
の成績が優秀な者（専願に限ります）
②入学試験の成績が特に優秀な者

お
知
ら
せ

皇 中 祭
日程◦１０月２５日㈯・２６日㈰
場所◦大学記念講堂、中学校校舎
内容◦合唱コンクール、クラス展示、
　　　講演会など
※本校に入学を希望する小学生・保護者の
皆様を対象に一般公開を行っています。
ぜひ、お越しください。

第３回
オープンスクール2014
〜皇學館で学ぼう〜
日時◦１１月１６日㈰ ９：３０〜
内容◦学校説明、入試案内、体験授業、
　　　入試対策授業など
※小学校 ３〜 ６年生対象とします。

平成２７年度　生 徒 募 集 要 項

中世古 祐希さん（右から 2 人目）、西井 理道さん（最左）
クローバー電子入社後、マレーシアの現地法人AOBA Electronicsへ出向
ともに皇學館大学 第42期（平成19年 ３月）卒

卒 業 生 奮 闘 中 ！

年々受講者数は増えており、卒業生からは母校で受講する喜びの声が聞かれた

日
頃
の
ご
支
援
、ご
協
力
に
対
し

て
謝
意
を
述
べ
る
佐
古
理
事
長
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編
集
後
記

　
研
究
旅
行
の
報
告
記
に
「
英
語
な
ら

何
と
か
伝
わ
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
実

際
は
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
」
と
あ
り

ま
す
。
海
外
へ
行
っ
た
こ
と
で
、
自
分

の
実
力
や
課
題
が
把
握
で
き
た
様
子
が

う
か
が
え
ま
す
。「
卒
業
生
奮
闘
中
」
に

て
紹
介
し
た
お
二
人
も
、「
若
い
う
ち
に

海
外
に
目
を
向
け
経
験
を
積
む
こ
と
は

必
ず
プ
ラ
ス
に
な
る
」
と
実
体
験
か
ら

語
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
お
二
人

が
勤
務
す
る
現
地
法
人
は
本
学
が
今
年

度
よ
り
語
学
研
修
を
行
う
マ
レ
ー
シ

ア
・
プ
ト
ラ
大
学
の
す
ぐ
近
く
。
彼
ら

に
は
今
後
何
ら
か
の
形
で
ご
協
力
頂
く

こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
海
外

に
暮
ら
す
卒
業
生
の
皆
さ
ん
が
今
後
ま

す
ま
す
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。�

【
企
画
部
】

人 事 異 動
　

平成2６年度

新カリキュラムに手応え
　
平
成
二
十
六
年
度
よ
り
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
成
果
が
早
く
も
出
始
め

て
い
る
。
今
回
は
新
し
く
始
ま
っ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
か
ら
二
科
目
を
取
り
上
げ
、
受

講
し
て
い
る
学
生
に
授
業
の
様
子
や
感
想
、
学
ん
だ
こ
と
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

　
「
作
物
栽
培
学
講
義
・
実

習
」
は
三
重
県
農
業
大
学
校

と
の
連
携
協
定
に
基
づ
き
、

現
代
日
本
社
会
学
部
の
専
門

科
目
と
し
て
平
成
二
十
六
年

度
入
学
生
か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
加
え
ら
れ
た
。
背
景
に

は
、
本
学
が
温
暖
な
気
候
で

農
業
が
盛
ん
な
県
南
部
に
位

置
す
る
こ
と
や
、
建
学
の
精

神
の
礎
と
な
っ
て
い
る
「
神

道
」
が
稲
作
な
ど
の
農
業
と

密
接
に
関
係
し
て
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
農
業
人
材

の
育
成
を
開
講
の
目
的
の
一

つ
と
し
て
い
る
が
、“
問
題
を

解
決
で
き
る
人
材
”
を
志
す

同
学
部
の
学
生
が
農
業
の
現

状
を
学
ん
で
お
く
こ
と
は
、

将
来
、
公
務
員
や
教
員
な
ど

を
め
ざ
す
上
で
重
要
な
布
石

と
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

他
学
科
の
学
生
も
履
修
で
き

る
た
め
、
地
域
社
会
へ
の
貢

献
を
使
命
と
す
る
本
学
の
学

生
と
し
て
、「
第
六
次
産
業

化
」
や
「
地
域
再
生
」
と
い

っ
た
地
域
の
活
性
化
に
向
け

た
取
組
み
を
考
え
る
絶
好
の

機
会
で
も
あ
る
。

「
食
卓
の
野
菜
が
愛
お
し
い
」

心
の
動
き
が
解
明
さ
れ
る
楽
し
さ

「
認
定
心
理
士
」の
資
格
取
得
も
可
能

　
授
業
は
松
阪
市
の
農
業
大

学
校
で
実
施
さ
れ
、
同
校
の

教
員
が
講
義・実
習
を
担
当
。

講
義
で
は
県
内
で
栽
培
さ
れ

て
い
る
主
要
作
物
の
栽
培
方

法
や
消
費
者
が
求
め
る
〈
安

全
安
心
〉
に
応
え
る
生
産
管

理
方
法
、
農
業
関
連
産
業
を

進
路
と
し
た
際
に
役
立
つ
基

礎
知
識
等
を
学
び
、
実
習
で

は
キ
ャ
ベ
ツ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ

ー
と
パ
ン
ジ
ー
を
栽
培
す
る
。

　
履
修
生
十
名
、
聴
講
生
三

名
の
う
ち
、
紅
一
点
の
田
畑

美
里
さ
ん
（
現
代
日
本
社
会

学
科
一
年
）
は
講
義
で
農
薬

の
危
険
性
を
知
り
、「
食
の
安

全
に
つ
い
て
今
ま
で
以
上
に

意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
話
す
。
さ
ら
に
、
食
卓
に

上
る
野
菜
を
見
る
と
、「
よ
く

こ
こ
ま
で
立
派
に
成
長
し
た

ね
」
と
愛
お
し
い
気
持
ち
に

な
る
と
言
い
、
実
習
を
通
し

て
自
然
の
恵
み
へ
の
感
謝
、

生
産
者
の
苦
労
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
に
思
い
至
る
よ

う
に
な
っ
た
と
語
っ
た
。
ほ

か
に
も
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
っ
て

日
本
の
農
業
は
ど
う
な
る
の

か
」「
台
風
被
害
を
受
け
た
農

家
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
心
が

痛
ん
だ
」
な
ど
、
受
講
を
機

に
学
生
た
ち
が
農
業
を
よ
り

身
近
に
捉
え
る
よ
う
に
な
っ

た
傾
向
が
う
か
が
え
る
。

　
人
文
学
の
視
点
で
農
業
に

挑
戦
す
る
と
い
う
こ
の
新
た

な
取
組
み
は
始
ま
っ
た
ば
か

り
。
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
今

後
の
展
開
に
期
待
し
た
い
。

　
九
条
家
伝
来
の
網あ

代じ
ろ

車
、
違ち

が
い

物も
の

見み
の

御み

車く
る
ま

（
半は

じ
と
み
の蔀

御
車
）、
違
物
見
御
車
（
長
物
見
御

車
）、
庇

ひ
さ
し
の

御
車
、
唐か

ら
の

御
車（
唐
庇
車
）、
尼あ

ま

眉ま
ゆ
の

車
等
六
種
類
（
正
確
に
は
七
種
類
）
の
文も

ん
の

車く
る
ま

、
す
な
わ
ち
御
所
車
と
輿こ

し

に
つ
い
て
極ご

く

彩さ
い

色し
ょ
く

の
図
と
そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
や
装
飾

仕
様（
文
様
ほ
か
）な
ど
に
つ
い
て
説
明
を

施
し
た
図
巻
で
す
。
奥
書
か
ら
は
元げ

ん

久き
ゅ
う

元

年（
一
二
〇
四
）絵
師
定
順
に
筆
写
さ
せ
た

図
を
外げ

き記
三み

善よ
し

信の
ぶ

成な
り

が
注ち

ゅ
う

進し
ん

し
た
も
の

に
基
づ
き
、
至し

徳と
く

二
年（
一
三
八
五
）十
一

月
三
日
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判

り
ま
す
。
し
か
し
、
至
徳
の
奥
書
を
そ
の

ま
ま
信
用
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
お
そ
ら

く
は
江
戸
時
代
の
書
写
本
と
思
わ
れ
ま

す
。
尚
、『
丹た

ん

鶴か
く

叢
書
』
所
収
本
と
は
図
や

奥
書
等
に
若
干
の
相
違
が
見
ら
れ
ま
す
。

（
小
原
家
文
庫
資
料
の
う
ち
）

佐
川
記
念
神
道
博
物
館
教
授
・
学
芸
員
　

岡
田
芳
幸

 

退
　
職 

	

平
成
２６
年
７
月
３１
日
付

学
校
事
務
室
専
任
事
務
職
員（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）	

 

ト
ー
マ
ス
・
リ
チ
ャ
ー
ド
・
マ
ー
ラ
ー

 

採
　
用 

	

平
成
２６
年
８
月
１
日
付

学
校
事
務
室
専
任
事
務
職
員（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）	

 

エ
リ
ッ
ク
・
ハ
モ
ン
ド

	

平
成
２６
年
１0
月
１
日
付

学
生
支
援
部
就
職
ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
事
務
嘱
託
） 

楠　
　
正
志

企
画
部（
地
域
連
携
推
進
室
）事
務
嘱
託 

野
口
由
美
子

教
育
開
発
セ
ン
タ
ー（
地
域
課
題
学
修
支
援
室
）事
務
嘱
託

 

森　
　
京
子

　
文
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
学
科
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
最
も

重
要
な
要
素
の
一
つ
で
あ
る

心
理
学
分
野
を
強
化
す
る
た

め
、
本
年
度
よ
り
心
理
学
に

関
す
る
講
義
が
開
講
さ
れ

た
。
中
で
も
「
心
理
学
概
論

Ⅰ
・
Ⅱ
」
は
そ
の
基
礎
と
な

る
講
義
で
、
知
覚
心
理
学
や

学
習
心
理
学
、
社
会
心
理
学

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
心
理
学

領
域
を
網
羅
的
に
学
ぶ
。
現

在
、
同
講
義
の
受
講
生
は
お

よ
そ
二
百
名
（
概
論
Ⅰ
は
約

百
五
十
名
、
概
論
Ⅱ
は
約
五

は
家
族
、
友
人
、
さ
ら
に
外

国
人
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
人
間

関
係
が
対
象
と
な
る
。
だ
か

ら
、
表
情
や
視
線
、
身
振
り

な
ど
の
非
言
語
的
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
含
め
て
幅

広
い
内
容
を
学
ぶ
」と
語
る
。

十
名
）。担
当
す
る
芳
賀
康
朗

教
授
は
「
教
育
学
科
の
心
理

学
と
は
異
な
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の
心
理
学

　
一
方
、
大
学
に
お
け
る
心

理
学
教
育
の
課
題
と
し
て
、

卒
業
後
の
職
業
像
を
イ
メ
ー

ジ
し
づ
ら
い
と
い
う
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
芳
賀

教
授
に
よ
れ
ば「
心
理
学
は
、

あ
ら
ゆ
る
職
場
で
最
も
求
め

ら
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
基
礎
。
特
に
福
祉
や
医

療
、接
客
サ
ー
ビ
ス
、さ
ら
に

営
業
部
や
人
事
部
な
ど
、
人

と
関
わ
る
職
場
に
心
理
学
は

不
可
欠
」と
の
こ
と
。ま
た
必

要
な
単
位
を
取
得
す
れ
ば
、

本
学
在
学
中
に
「
認
定
心
理

士
」の
資
格
取
得
も
可
能
だ
。

学
的
に
解
明
さ
れ
る
の
が
面

白
く
な
っ
た
」
と
語
る
。
そ

し
て
も
っ
と
心
理
学
を
学

び
、「
在
学
中
に
認
定
心
理
士

の
資
格
を
取
り
た
い
」
と
意

欲
を
見
せ
る
。

　
今
年
度
は「
一
般
心
理
学
」

領
域
の
授
業
が
中
心
だ
が
、

来
年
度
か
ら
は
臨
床
心
理

学
、人
格
心
理
学
な
ど
の「
応

用
心
理
学
」
領
域
の
授
業
も

開
講
さ
れ
る
予
定
。
同
学
科

の
人
間
関
係
コ
ー
ス
の
み
な

ら
ず
、
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
コ
ー
ス
の
学
生
に
と

っ
て
も
、
心
理
学
の
知
識
は

将
来
大
い
に
役
立
つ
は
ず
だ
。

　
「
最
初
、心
理
学
に
は
あ
ま

り
興
味
が
な
か
っ
た
が
、
今

で
は
授
業
を
心
待
ち
に
し
て

い
る
」
と
語
る
の
は
川
上
伊

織
君
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
科
一
年
）。認
定
心
理
士

の
資
格
が
取
れ
る
と
知
っ
て

受
講
し
た
と
こ
ろ
、「
記
憶
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
や
感
覚
、知
覚
、

動
機
づ
け
な
ど
、
今
ま
で
当

た
り
前
す
ぎ
て
意
識
し
て
い

な
か
っ
た
心
の
動
き
が
心
理

農
業
を
通
し
て
人
材
育
成

作
物
栽
培
学
講
義
・
実
習

心
理
学
を
網
羅
的
に
学
ぶ

心
理
学
概
論
Ⅰ
・
Ⅱ

　

　

イベント情報（11〜12月）
11
月

  1   土  皇學館大学共催講座  近鉄文化サロン阿倍野
１日・短期講習会 万葉の歌人　高橋虫麻呂 ２　
大島信生（文学部教授）

  ５   水  百五銀行・皇學館大学共催  ６２１教室

第 ２回「人
にん

源
げん

輝
き

業
ぎょう

セミナー」
………………………………………………………………
第 １部 講演
「人源輝業」を語る!（里山資本主義についてのトークセッション）
藻谷浩介（日本政策投資銀行などを経て、現在、日本総合研究所・主席研究員）	
和田芳治（人間幸学研究所所長、前・広島県総領町教育長）
第 ２部 コーディネーターと講師による質問タイム・フリートークタイム
【コーディネーター】 
岸川政之（多気町まちの宝創造特命監・皇學館大学非常勤講師）
………………………………………………………………
 1５  土  月例文化講座  ４３１教室

正直と浄明の心　白山芳太郎（文学部教授）
 1５  土  皇學館大学共催講座  近鉄文化サロン阿倍野
１日・短期講習会「お蔭年のお伊勢参り」 
岡田　登（文学部教授）
 ２２  土  古文書講座  ７１１教室

「近世大名関係史料」　上野秀治（文学部教授）
 ２２  土  皇學館大学共催講座  近鉄文化サロン阿倍野

神道と仏教　神社仏閣に見る神仏習合と神仏分離　 
「四天王寺と今宮戎神社」　河野　訓（文学部教授）
 ２９  土  神道博物館教養講座  佐川記念神道博物館講義室
学芸員が語る三重の文化と魅力 
「現代に生きる海女文化」	石原義剛（海の博物館	館長）
 ２９  土  皇學館大学共催講座  近鉄文化サロン阿倍野

『古事記』を読む（下巻）「清寧〜顕宗天皇」
白山芳太郎（文学部教授）

1２
月

 1２  金  神道学科・神道学会共催   ４３１教室
白山芳太郎先生退任記念講演会
神皇正統記・職原鈔にみる伝統保持思想
白山芳太郎（文学部教授）
 1３  土  月例文化講座  ４３１教室

宮中のまつり・伊勢神宮のまつり
松本　丘（文学部教授）
 1３  土  皇學館大学共催講座  近鉄文化サロン阿倍野

『古事記』を読む（下巻）「仁賢〜宣化天皇」
白山芳太郎（文学部教授）
 ２０  土  皇學館大学共催講座  近鉄文化サロン阿倍野

１日・短期講習会 神道の作法と有
ゆう

職
そく

　笏
しゃく

の話　	
木村徳宏（文学部助教）
 ２７  土  皇學館大学共催講座  近鉄文化サロン阿倍野

神道と仏教　神社仏閣に見る神仏習合と神仏分離　 
「大鳥神社における神仏習合と神仏分離」
河野　訓（文学部教授）

◉各講座の詳細につきましては、本学ホームページにてご確認いただきます
ようお願い致します。
◉共催講座（近鉄文化サロン阿倍野）のみ、有料です。お問い合わせは近鉄文
化サロン阿倍野（70120−106−718）へお願い致します。

◉神道博物館教養講座は、事前の申込みが必要になります【先着順】。お問い
合わせは（☎0596−22−6471）へお願い致します。

◉史料編纂所公開講座・古文書講座は、事前の申込みが必要になります【先
着順】。お問い合わせは（☎0596−22−6462）へお願い致します。
◉神道学科・神道学会共催 白山芳太郎先生退任記念講演会は、聴講無
料・事前申込み不要。お問い合わせは（☎0596−22−6455）へお願い致します。

◉百五銀行・皇學館大学共催講演「人源輝業セミナー」は、事前の申込みが
必要になります【先着順】。お問い合わせは、百五銀行営業渉外部（☎059− 
223−2365）へお願い致します。
◉その他お問い合わせは、皇學館大学地域連携推進室（☎0596−22−8635）
へお願い致します。

公
家
の
伝
統
様
式
が
わ
か
る
車
・
輿
の
図

皇學館ミュージアム　

「九
く

条
じょう

家
け

車
くるまの

図
ず

」 一巻
紙本着色 江戸時代（写）

　　　　 法量　縦３５.６糎　総長８６６.１糎　（部分）

苗の植付けなど、講義で学んだ基礎知識を実地で確認

心理学の立場から「見る」を考える講義。実験を通して知覚に関わる
心の処理メカニズムを学ぶ

農業に関する専門的な知識・技術を学ぶ

皇 學 館 学 園 報平成２6年10月２0日� 第5２号　（� ）8


